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九
二

0
年
代
の
蘇
州
に
お
け
る
租
佃
闘
係

|
|
南
京
園
民
政
府
の
成
立
と
地
主
経
営
ー
ー

夏

井

春

喜

は

じ

め

五
四
運
動
以
後
の
中
園
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
高
揚
は
園
共
合
作
、
園
民

そ
し
て
北
伐
を
経
て
蒋
介
石
の
南
京
園
民
政
府
を
成
立
さ
せ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
南
京
圏
民
政
府
は
一
九
二
七
年
の
園
共
分
裂
、

新
奮
諸
階
層
の
聞
の
深
刻
な
針
立
と
日
本
の
侵
略
の
下
で
、
園
家
建
設
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
激
動
の
一
九
二

O
年
の
園
民
革
命
時
期
の
農
民
運
動
、
南
京
園
民
政
権
の
農
村
政
策
に
つ
い
て
、
近
年
新
し
い
見
方
が
出
て
き
て
い

る
。
農
民
運
動
に
つ
い
て
は
、
農
村
の
階
級
構
成

・
階
級
封
立
及
び
園
民
業

・
共
産
黛
の
政
策

・
指
導
と
い
う
革
命
史
の
親
角
か
ら
で
は
な

(

1

)
 

く
、
農
民
を
取
り
巻
く
祉
舎
関
係
と
そ
の
襲
化
と
い
う
比
較
的
長
期
の
流
れ
の
中
で
位
置
附
け
る
研
究
が
行
わ
れ
、
南
京
園
民
政
府
の
農
業
政

策
に
つ
い
て
も
個
々
の
政
策
の
賓
誼
を
通
し
て
、

〈

2
)

が
現
れ
て
き
て
い
る
。

一
九
二

0
年
代
は
中
園
近
代
史
の
中
で
も
激
動
の
時
代
で
あ
っ
た
。

一 日 ー

革
命
、

一
定
の
限
界
性
を
持
ち
つ
つ
も
近
代
的
合
理
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
司
た
と
評
債
す
る
も
の

中
園
の
農
村
吐
舎
は
、
都
市
に
比
べ
て
祉
舎
関
係
の
襲
化
が
緩
や
か
で
あ
り
、
地
域
に
よ
っ
て
極
め
て
多
様
で
あ
り
、

と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
地
域
を
以
て
全
盟

そ
れ
と
は
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

一
口
に
江
南
と
言
っ
て
も
、
市
役
租
の
有
無
だ
け
み
て
も
蘇
州
の
租
佃
関
係
と
無
錫

・
常
熟
と
い
う
郷
接
す
る
蘇
の

一
九
二

0
年
代
の
農
村
社
曾
に
お
い
て
園
民
革
命

・
南
京
園
民
政
府
の
政
治
的
影
響
が
如
何
な
る



意
味
を
持
つ
の
か
を
考
察
す
る
に
も
、
各
時
代
の
典
型
的
事
例
を
研
究
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
が
、

長
期
に
わ
た
る
連
績
性
の
中
で
位
置
附
け
る
こ
と
が
重
要
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
一
つ
の
地
域
に
お
け
る
比
較
的

本
小
論
は
、
蘇
州
に
お
け
る
太
卒
天
国
前
か
ら
土
地
改
革
に
至
る
、
近
代
全
瞳
の
租
佃
関
係
の
賓
態
と
そ
の
襲
化
を
考
察
す
る
試
み
の
一
環

と
し
て
、
一
九
二

0
年
代
の
朕
況
と
園
民
革
命
・
南
京
圏
民
政
府
の
成
立
の
興
え
た
影
響
を
見
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
資
料
は
日
本
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
租
横
簿
加
と
『
申
報
』
・
『
民
圏
日
報
』
の
新
聞
資
料
に
基
づ
い
て
お
り
、
考
察
劉
象
は
牧
租
を
め
ぐ
る
問
題
に
限
定
し
て
お

り
、
そ
の
他
の
商
品
生
産
、
農
村
の
政
治
的
朕
況
に
は
崩
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、

地
域
も
蘇
州
(
現
在
の
蘇
州
市
匿
と
奥
田
勝
)
に
ほ
ぼ
限
定
し
て

い
る
。

一
九
二

0
年
代
前
半
の
蘇
州
の
租
佃
関
係

一
九
一
一
年
一

O
月
一

O
日
の
辛
亥
革
命
は
、
二
千
年
来
の
皇
帝
支
配
を
打
ち
倒
し
、
中
華
民
園
と
い
う
近
代
園
家
を
設
立
し
た
。
蘇
州
に

お
い
て
も
、
政
治
的
混
凱
の
中
で
佃
戸
の
抗
租
風
潮
が
高
ま
り
、
地
主
・
租
桟
の
牧
租
は
困
難
な
獣
況
に
陥
っ
た
。
し
か
し
、
革
命
時
の
一
時

的
混
能
を
経
た
民
園
初
期
に
は
、
む
し
ろ
地
主
の
経
径
は
安
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
要
因
に
は
次
の
二
つ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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一
つ
は
、
辛
亥
革
命
時
の
「
租
糧
併
徴
」
の
中
で
、
租
桟
の
同
業
組
合
と
し
て
の
田
業
舎
が
貫
質
的
組
織
と
し
て
機
能
し
、
そ
れ
以
後
次
第

に
強
化
さ
れ
、
勝
政
府
に
強
力
に
働
き
掛
け
て
自
ら
の
利
盆
追
求
活
動
を
行
い
、
地
主
|
佃
戸
関
係
を
地
主
優
位
の
中
で
一
定
安
定
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
二
つ
め
は
、
地
主
の
税
負
措
が
清
末
に
比
べ
て
賓
質
的
に
低
下
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
部
分
が
あ

っ
た
。
第
一
は
、
税
そ
の
も
の
が
滅
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
に
中
華
民
園
が
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
暦
が
太
陰
暦
か
ら
太
陽
暦

に
襲
更
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
あ
っ
た
地
丁
銀
の
閏
加
徴
が
慶
止
さ
れ
た
。
更
に
民
圏
一

O
年
に
新
江
省
に
緩
い
て
、
漕
糧
の
一
部
減
税
が
行
わ
れ

た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
蘇
州
で
は
約
五
%
の
減
税
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
は
、
地
丁
・
漕
糧
の
税
の
折
債
と
租
米
の
折
債
と
の
差
盆
が

大
き
く
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
民
園
二
年
に
漕
糧
折
債
が
一
石
H
五
元
に
固
定
さ
れ
、
附
加
税
・
預
借
等
が
あ
っ
た
が
地
主
の
税
負
措
は
大
き

725 
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く
増
大
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

一
方
租
米
の
折
債
は
米
債
の
騰
貴
に
伴
っ
て
上
昇
し
、
租
米
に
占
め
る
税
負
携
の
割
合
は
念
速
に
低
下
し
た

の
で
あ
る
。
地
主
経
営
に
お
い
て
税
負
措
は
最
大
の
支
出
で
あ
り
、
租
米
折
債
と
税
の
折
債
と
の
差
益
の
旗
大
は
地
主
経
営
の
安
定
に
大
き
く

(
3
)
 

寄
興
す
る
こ
と
に
な
司
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
辛
亥
革
命
後
か
ら
一
九
一

0
年
代
の
蘇
州
の
地
主
|
佃
戸
関
係
の
朕
況
は
、

く
、
む
し
ろ
よ
り
強
ま
っ
て
い
っ
た
。
辛
亥
革
命
の
時
に
、
「
蘇
城
の
田
業
舎
は
元
々
各
租
桟
の
少
数
の
彩
友
と
図
版
腐
蟻
が
組
織
し
た
も
の

(

4

)

 

で
、
そ
の
主
旨
は
農
佃
か
ら
重
徴
し
、
田
租
を
多
く
取
る
こ
と
に
あ
り
、
少
し
も
祉
舎
的
性
質
が
な
い
」
と
非
難
さ
れ
た
田
業
舎
は
、
一
九

一

0
年
代
後
半
に
は
、
一
商
一
曾
・
農
舎
・
教
育
舎
等
の
法
圏
と
後
に
述
べ
る
よ
う
に
ほ
ぼ
同
等
の
祉
舎
的
地
位
を
獲
得
し
た
。
地
主
の
同
業
圏
瞳
は

蘇
州
の
み
な
ら
ず
、
一
九
一

O
、
ニ

0
年
代
に
は
江
南
各
地
に
贋
ま
っ
て
い
っ
た
。
呉
江
豚
で
は
、
辛
亥
革
命
後
の
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
時
期
に

(

5

)

 

田
業
舎
が
作
ら
れ
、
「
押
佃
公
所
」
を
設
け
た
追
租
が
行
わ
れ
て
い
た
。
昆
山
鯨
で
も
「
昆
山
全
豚
の
各
地
主
は
回
業
公
曾
を
組
織
し
、
麻
に

賃
金
は
各
地
主
に
割
り
嘗
て
ら
れ

一
九
二

0
年
代
に
入
っ
て
も
質
質
的
に
慶
化
が
な

射
し
て
遁
租
委
員
を
涯
遣
し
て
遁
租
局
を
設
立
す
る
よ
う
呈
請
し
た
。

委
員
は
警
察
署
員
が
充
て
ら
れ
、

(

6

)

 

る
。
佃
戸
の
欠
租
の
事
が
あ
る
と
、
該
局
か
ら
直
接
審
理
し
て
追
租
し
て
渡
す
」
と
あ
る
。
常
熟
で
は
納
税
人
公
舎
が
作
ら
れ
丁
組
蔭
が
曾
長
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と
な
り
、
例
え
ば
一
九
二
六
年
の
秋
季
舎
議
で
は
、
①
秋
勘
の
要
請
、
②
多
漕
徴
牧
期
日
の
延
期
、
③
追
租
方
法
、
④
「
各
業
戸
に
折
租
の
折

債
は
最
高
時
債
を
上
回
ら
な
い
よ
う
に
勧
告
し
、
被
災
し
た
匡
域
で
は
格
外
に
滅
譲
し
て
農
民
の
困
難
を
岨
む
よ
う
要
請
す
る
」
等
が
議
決
さ

(

7

)

(

8

〉

れ
て
い
る
。
詳
し
い
寅
態
は
不
明
で
あ
る
が
、
江
陰
鯨
に
も
田
業
公
舎
が
あ
り
、
崇
明
鯨
の
田
業
舎
は
「
設
立
さ
れ
て
多
年
を
経
っ
て
お
り
」、

(

9

)

(

m

〉

毎
年
定
期
大
舎
を
聞
い
て
い
た
。
太
倉
豚
に
も
田
業
集
議
所
と
い
う
回
業
舎
と
向
性
質
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
無
錫
豚
で
は
域
内
の
租

桟
に
嘗
た
る
各
倉
聴
が
折
債
を
決
め
、
同
怖
に
遁
租
を
要
請
し
て
お
り
、

回
業
舎
の
よ
う
な
組
織
は
な
か
っ
た
が
、

一
九
二
五
年
多
に
「
邑
紳
楊

幹
卿
・
華
西
岳
・
孫
如
山
等
が
、

近
頃
業
主
の
牧
租
に
便
利
な
よ
う
に
、

蘇
州
・
常
熟
各
燃
の
方
法
を
倣
っ
て
田
業
公
舎
を
設
立
し
よ
う
と

し
、
・
:
各
鯨
の
田
業
公
舎
に
手
紙
を
還
り
、
章
程
と
血
多
額
を
招
致
し
、
並
び
に
本
邑
の
各
倉
醸
の
同
意
を
集
め
て
、
期
日
を
定
め
て
成
立
大
倉

(
U〉

を
開
催
し
よ
う
と
し
た
」
と
あ
る
が
、
成
立
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
松
江
蘇
で
は
、
辛
亥
革
命
後
に
回
業
舎
が
作
ら
れ
た
が
、
こ
れ



(

ロ

〉

に
封
抗
し
て
佃
戸
舎
が
作
ら
れ
、
結
局
雨
舎
と
も
取
り
消
さ
れ
、
以
後
回
業
舎
は
な
く
、
折
債
や
滅
売
は
豚
款
産
量
、
教
育
局
、
各
善
堂
と
各

紳
士
が
協
議
し
て
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
一
九
一

0
年
代
か
ら
一
九
二

0
年
代
に
江
南
の
各
豚
で
地
主
の
同
業
組
合

と
し
て
、

田
業
(
公
)
舎
が
作
ら
れ
て
い
っ
た
が
、

そ
の
モ
デ
ル
と
な
り
、

か
つ
最
も
大
き
な
影
響
力
を
も
っ
た
の
が
蘇
州
の
回
業
舎
で
あ
っ

Tこ

丁
懐
築
は
字
春
之
(
椿
之
、
春
芝
等
で
資
料
に
表
れ
る

(

日

)

「
地
方
ノ
紳
士
ト
シ
テ
名
ア
リ
」
と
尤
先
甲
、
潜
組
謙
と
と
も
に
蘇
州
の
名
土
で
あ
っ
た
。
彼
は
道
光
一
八

(
日
比
)

年
に
設
立
さ
れ
た
蘇
州
懸
橋
巷
に
あ
る
丁
氏
済
陽
義
荘
の
責
任
者
で
あ
り
、
彼
自
身
も
地
主
で
あ
っ
た
。
丁
懐
笑
舎
長
の
下
で
、
田
業
舎
は
辛

亥
革
命
時
期
の
よ
う
な
蘇
州
域
内
の
郷
紳
聞
の
封
立
を
克
服
し
、
租
桟
地
主
の
利
盆
圏
瞳
と
し
て
蘇
州
の
地
方
行
政
に
お
い
て
重
き
を
持
っ
て

蘇
州
の
因
業
舎
の
舎
長
は
一
九
一

0
年
代
の
後
牟
か
ら
十
数
年
間
丁
懐
築
が
務
め
た
。

こ
と
が
あ
る
〉
、

前
清
の
秀
才
で
、

い
た
。
毎
年
秋
に
定
期
の
舎
議
を
聞
き
、
そ
の
年
の
田
租
の
徴
牧
率
や
折
債
を
定
め
、
地
方
官
官
闘
に
劃
し
て
納
租
の
た
め
に
蘇
州
城
内
に
や
っ
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て
く
る
佃
戸
及
び
牧
租
の
た
め
に
四
郷
へ
行
く
租
船
の
保
護
や
楚
未
で
課
税
さ
れ
な
い
た
め
の
護
照
の
護
行
、
欠
租
し
た
佃
戸
へ
の
追
租
を
請

願
す
る
な
ど
牧
租
に
関
わ
る
こ
と
で
、
租
横
地
主
の
開
業
圏
瞳
と
し
て
意
志
を
統
一
し
、
官
臆
へ
の
請
願
・
交
渉
の
窓
口
と

L
て
活
動
し
た
。

官
鹿
と
の
開
係
で
回
業
舎
が
大
き
な
影
響
を
持
っ
た
の
は
、
田
賦
徴
牧
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
蘇
州
の
回
賦
は
衣
の
よ
う
な
方
法
で
決
定
さ
れ

る。

風
水
害
や
車
問
答
に
よ

っ
て
回
禾
が
被
害
を
受
け
る
と
、
佃
戸
は
そ
の
穏
を
持
っ
て
、
官
鹿
あ
る
い
は
租
桟
に
報
告
す
る
。

こ
れ
が
「
報

荒
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
回
禾
の
作
柄
が
そ
の
ま
ま
そ
の
年
の
田
租
の
徴
牧
率
に
直
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
佃
戸
の
報
告
を
受
け
て
、

田
業
舎
は
官
聴
と
協
議
し
、
在
地
に
い
る
催
甲
あ
る
い
は
経
造
に
、
郷
董
と
共
に
各
地
の
田
地
の
朕
況
を
調
査
し
「
荒
加
」
を
作
成
さ
せ
る
。

「
荒
加
」
は
官
聴
か
ら
田
業
舎
に
届
け
ら
れ
、
回
業
舎
あ
る
い
は
善
堂
・
主
要
租
桟
が
司
脹
を
涯
遣
し
再
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
知

勝
、
各
普
堂
、
田
業
舎
等
の
郷
紳
と
省
か
ら
涯
遣
さ
れ
た
「
秋
勘
委
員
」
が
曾
議
し
て
そ
の
年
の
回
賦
の
徴
牧
率
が
決
め
ら
れ
、
省
に
上
呈
さ

れ
る
。
財
政
難
の
中
で
徴
牧
率
を
上
げ
た
い
省
と
蘇
州
の
官
聴

・
郷
紳
と
の
聞
で
何
度
か
協
議
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
年
の
徴
牧
率
が
最
終
的
に

(

日

〉

決
定
さ
れ
る
。
田
租
の
徴
牧
率
も
催
甲
・
司
脹
等
の
調
査
を
基
に
回
業
舎
の
舎
議
で
決
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
蘇
州
の
最
も
主
要
な
税
牧
源

727 



728 

で
あ
る
回
賦
の
作
柄
調
査
、
徴
牧
率
の
決
定
に
田
業
舎
は
深
く
開
輿
し
、
官
聴
は
田
賦
の
徴
牧
手
績
を
田
業
舎
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
司

(
日
山

)

て
い
た
と
い
え
る
。
漕
糧
折
債
は
そ
の
後
に
米
債
が
高
騰
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
民
園
初
年
に
定
め
ら
れ
た
一
石
H
五
元
に
固
定
さ
れ
て
お
り
、

利
子
附
き
で
そ
の
年
の
漕
糧
を
前
借
り
す
る
「
借
潜
」
、

ら
は
次
の
年
の
回
賦
を
預
徴
す
る
措
置
が
取
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
の
措
置
も
田
業
舎
を
中
心
と
す
る
郷
紳
の
協
力
が
不
可
絞
で
あ
っ
た
。
例
え

ば
一
九
二
二
年
の
借
漕
で
は
、
十
五
蔦
三
千
元
の
借
漕
を
省
か
ら
求
め
ら
れ
た
呉
豚
知
事
の
郭
曾
基
は
、

常
時
財
政
難
に
陥
っ
て
い
た
省
政
府
は
、

さ
ら
に
一
九
二
四
年
の
江
新
戦
争
以
降
か

一
各
市
郷
の
董
事
及
び
東
西
山
行
政

員
、
本
燃
の
徴
糧
員
に
劃
し
て
全
瞳
が
積
極
的
に
進
行
す
る
よ
う
に
通
令
を
出
し
、
並
び
に
回
業
舎
に
各
租
桟
に
方
法
を
講
じ
て
動
告
指
導
し

(

ロ

〉

田
業
舎
を
通
じ
て
各
租
桟
へ
の
勘
誌
を
行
っ
て
い
る
。

て
、
集
ま
り
易
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
手
紙
を
出
し
た
」
と
、

一
九
二
五
年
の
預

徴
で
は
省
か
ら
一
石
に
附
き
一
・
五
元
の
預
徴
が
示
さ
れ
た
が
、

田
業
舎
は
各
法
圏
を
集
め
て
舎
議
し
、
反
劃
の
電
報
を
打
つ
と
共
に
、
孔
昭

E

日
・
呉
蔭
培
等
四
人
を
代
表
に
選
び
、
無
錫
で
常
州
等
七
豚
の
紳
士
と
舎
合
し
、
省
と
の
協
議
を
行
っ
て
、
民
国
二
二
年
分
の
預
借
五
角
を

(

沼

)

控
除
し
た
貫
預
徴
二
冗
で
決
着
し
て
い
る
。
鯨
が
行
う
附
加
税
に
お
い
て
も
同
様
で
、
地
方
の
公
費
を
決
め
る
財
政
舎
議
に
田
業
舎
は
他
の
法

圏
、
善
堂
、
市
郷
董
事
、
省
議
員
雄
一
寸
と
共
に
参
加
し
て
お
り
、

一
九
二
二
年
の
民
圏
一
一
年
分
の
忙
潜
一
畝
に
附
き
一
角
七
分
を
加
徴
す
る
案

-72-

原
案
の
一
角
七
分
の
加
徴
は
議
決
さ
れ
た
が
、

(
刊
日
)

名
、
三
法
圏
各
一
名
、
郷
董
三
名
か
ら
な
る
豚
財
政
審
査
舎
が
作
ら
れ
て
い
る
。

は
因
業
舎
の
反
封
で
纏
ま
ら
ず
、

協
議
の
結
果
、

田
業
舎
の
要
求
で
田
業
舎
三
名
、

士
紳

一
九
二
四
年
に
は
鯨
議
舎
、
線
商
舎
、
教
育
舎
、
麻
農
舎
、

(

初

)

豚
回
業
舎
、
市
郷
田
業
舎
等
で
な
る
財
政
委
員
舎
が
作
ら
れ
て
懸
財
政
に
つ
い
て
審
議
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
田
賦
徴
牧
・
地
方
財
政
へ
の
閥

わ
り
が

「
地
方
鰹
費
は
各
豚
が
自
ら
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
端
境
期
の
夏
秋
の
期
間
に
、
教
育
経
費
と
警
前
は
皆
時
期
通
り
支
給
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
こ
で
回
糧
を
預
借
す
る
こ
と
が
殆
ど
慣
例
と
な

っ
た
。
寅
際
上
預
借
の
回
糧
は
月
毎
に
八
厘
の
利
子
が
附
き
、
珠
め
先
に

控
除
さ
れ
、
借
款
は
納
糧
の
時
に
相
殺
し
、
地
主
に
と
っ
て
有
刺
で
あ
司
た
。

し
か
し
地
方
の
官
吏
は
地
主
と
結
託
し
よ
う
と
し
、
地
主
は
少

(

幻

〉

な
か
ら
ぬ
便
宜
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
が
封
建
制
度
下
の
田
租
の
搾
取
を
ク
合
法
化
。
し
た
」
と
い
う
借
漕
の
例
が
一
示
す
よ
う
に
、
地

(

辺

)

方
政
府
を
し
て
租
桟
地
主
の
利
盆
の
下
に
置
か
せ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
他
卒
躍
や
膜
姦
騒
除
等
の
事
業
に
も
田
業
舎
は
閲
興
し
て
い
る
。



一
九
二

0
年
代
に
入
っ
て
蘇
州
の
田
業
舎
に
も
新
し
い
動
き
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
蘇
州
城
内
の
租
桟
紳
士
を
中
心
と
す
る
因
業
舎
と
は
別
に

市
郷
田
業
舎
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
二
年
秋
に
「
呉
豚
は
光
復
し
て
以
後
四
業
舎
の
創
設
が
あ
り
、
お
よ
そ
借
債
加
税
等
の
事

に
闘
し
て
は
、
一
該
舎
か
ら
豚
署
と
協
議
し
た
。
近
頃
某
萱
が
(
回
業
)
穂
舎
を
補
佐
し
て
一
切
の
因
業
に
闘
す
る
事
柄
を
慮
理
す
る
に
便
利
な

(

お

)

よ
う
に
四
郷
田
業
舎
を
組
織
す
る
こ
と
を
震
起
し
」
、
二
百
人
程
度
の
舎
員
を
得
て
翌
年
三
月
末
に
市
郷
田
業
舎
の
成
立
大
舎
が
開
催
さ
れ
、

(

担

)

巌
良
燦
が
舎
長
、
陶
維
垣
が
評
議
長
に
選
ば
れ
て
い
る
。
市
郷
田
業
舎
は
、
域
内
の
田
業
舎
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
決
し

て
「
総
舎
を
補
佐
す
る
分
曾
」
と
し
て
成
立
し
た
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
前
の
辛
亥
革
命
の
時
期
に
も
回
業
舎
主
導
の
租
糧
併
徴
方
式

(

お

)

に
各
郷
の
地
主
か
ら
域
内
の
一
局
に
統
一
す
る
こ
と
へ
の
不
満
が
出
さ
れ
て
い
た
。

『
民
園
日
報
』
に
は
、

「
呉
蘇
二
十
八
市
郷
の
業
団
の
各

戸
は
、
臭
勝
因
業
舎
が
成
立
し
て
以
来
、
僅
か
に
少
数
の
人
の
利
用
に
供
さ
れ
た
だ
け
で
、
事
も
成
績
を
あ
げ
て
お
ら
ず
、
こ
の
た
め
毎
年
牧

租
の
時
期
に
な
る
と
、
各
租
桟
の
米
額
の
折
債
が
不
一
致
で
あ
り
、
佃
戸
が
こ
れ
に
納
租
す
る
に
も
一
定
の
計
霊
が
な
い
こ
と
に
鑑
み
て
、
こ

こ
に
呉
豚
公
民
の
亥
兆
生
等
が
、
豚
属
の
二
十
八
市
郷
の
業
回
各
戸
を
連
合
し
て
、
呉
蘇
市
郷
田
業
舎
を
組
織
し
、
回
業
を
整
頓
し
、
農
民
を

(
M
m
)
 

保
衡
す
る
こ
と
を
瑳
起
し
た
」
と
あ
り
、
市
郷
田
業
舎
の
設
立
は
こ
う
し
た
各
郷
地
主
の
蘇
州
域
内
の
郷
紳
主
導
の
田
業
舎
へ
の
不
満
が
あ
っ

- 73ー

た
と
思
わ
れ
る
。

辛
亥
革
命
前
の
宣
統
元
年
に
長
洲
豚
東
北
部
の
湘
城
地
方
で
大
規
模
な
抗
租
が
起
こ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
湘
城
鎮
の
鎮
董
挑
文
滋
、
即
ち
挑

伺
鶴
が
回
の
稿
、
が
少
し
姦
害
を
受
け
た
の
を
見
て
、
〈
後
に
出
て
く
る
『
刻
荒
徴
熟
』
と
同
じ
く
被
災
の
田
は
菟
除
し
、
寅
っ
た
田
か
ら

『
貼
荒
徴
熟
』

農
民
を
慾
癒
し
て
群
を
組
ん
で
報
荒
さ
せ

報
費
を
受
け
取
っ
た
。
こ
の
た
め
影
響
は
各
郷
に
及
び
、

徴
牧
す
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
)
を
唱
え
、

各
租
桟
が
護
行
し
た
租
由
に
劃
し
て
郷
民
は
皆
取
合
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
た
」
と
鎮
董
挑
文
滋
が
報
費
を
受
け
取
り
抗
租
を
扇
動
し
た
と
言
わ

(

幻

)

れ
た
。
後
の
調
査
で
は
挑
文
滋
が
費
用
を
集
め
て
報
荒
さ
せ
た
事
賓
は
な
く
、
彼
に
恨
み
を
も
っ
議
員
を
革
職
さ
せ
た
食
某
の
虚
儒
の
上
控
で

(
叩
山
)

あ
司
た
と
い
う
。
真
相
は
不
明
で
あ
る
が
、
食
某
の
上
控
文
に
庫
生
で
後
に
湘
域
の
商
園
部
長
と
な
る
謝
池
春
、
宣
統
三
年
に
行
わ
れ
た
選
翠

(
m
m
)
 

で
相
城
市
の
議
員
と
な
ア
た
馬
培
訓
が
加
わ

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
湘
城
鎮
内
の
勢
力
争
い
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
う

一
つ
考
え
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『
相
城
小
士
山
』
に
次
の
よ
う
な
挑
文
瀦
俸
が
あ
る
。

長
洲
豚
の
厚
生
で
あ
る
(
巻
五
の
科
患
に
よ
る
と
光
緒
三
年
)
。
か
つ
て
青
浦
燃
の
幕
友
と
な
り
、
蹄
っ
て
か
ら
西
十
八
都
の
区
董
事
と
な
っ
た
。

災
害
が
あ
れ
ば
均
し
く

:
・丁
未
(
光
緒
三
十
三
年
リ
一
九
O
七
年
)
呉
中
は
大
飢
僅
と
な
り
、

吾
郷
の
災
害
が
最
も
重
か
司
た
。

こ
れ
よ
り
先
、

ら
れ
る
の
は
城
郷
の
紳
士
聞
の
矛
盾
で
あ
る
。

「
挑
文
瀦
、
字
は
詞
鶴
、
渡
船
頭
の
人
。

普
く
徴
牧
す
る
よ
う
主
張
さ
れ
て
い
た
が
、
文
瀦
は
『
刻
荒
徴
熟
』
の
議
を
主
張
し
て
こ
れ
を
上
呈
し
、
大
府
は
許
可
し
て
行
わ
れ
た
。
戊
氏

以
後
、
卒
揮
を
歴
掛
し
自
治
を
簿
掛
し
、
相
城
市
簿
備
所
所
長
に
委
任
さ
れ
た
。
宣
統
辛
亥
の
年
に
相
城
市
公
所
が
成
立
す
る
と
、
選
ば
れ
て

董
事
曾
組
董
と
な
っ
た
。
葵
丑
(
民
園
二
年
〉
改
選
に
お
い
て
再
任
さ
れ
た
。
同
学
校
六
か
所
を
創
設
し
、
公
盆
慈
善
の
事
を
順
次
に
奉
行
し
た
。

清
末
に
各
市
郷
が
合
作
し
て
互
助
す
る
こ
と
が
な
く
、
い
つ
も
蘇
州
城
市
の
側
に
や
ら
れ
る
の
を
嘆
い
て
、
長
洲
・
元
和
の
市
郷
の
諸
君
と
相

い
約
し
て
官
太
尉
の
衰
氏
に
集
ま
り
舎
を
聞
き
章
程
の
草
案
を
作
り
、
文
瀦
が
曾
長
に
推
さ
れ
た
。
こ
れ
が
呉
蘇
市
郷
公
舎
の
始
ま
り
で
あ

る
。
豊
備
義
倉
は
江
蘇
督
撫
が
創
設
し
た
飢
謹
に
備
え
る
倉
で
、
長
洲
・
元
和

・
呉
豚
全
瞳
の
款
産
で
あ
っ
た
が
、
蘇
州

一
市
が
こ
れ
を
奪
い

- 74ー

所
有
し
よ
う
と
し
た
。
文
瀦
と
市
郷
の
同
人
は
極
力
争
っ
て
、
久
し
く
し
て
や
っ
と
鯨
議
舎
を
遁
過
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
年
五
十
九
で
残

し
た
。
文
瀦
は
地
方
の
事
を
取
り
し
き
る
こ
と
二
十
徐
年
、
善
を
勤
め
悪
を
懲
ら
し
め
、
私
怨
も
な
け
れ
ば
私
徳
も
な
く
、
郷
民
は
こ
れ
を
讃

(

ぬ

〉

え
た
」
。

こ
れ
に
よ
る
と
挑
文
瀦
は
湘
城
鎮
の
董
事
と
し
て
長
年
地
方
行
政
に
携
わ
り
、
そ
の
中
で
官
鹿
と
繋
が
り
を
持
ち
蘇
州
の
政
治
に
大

き
な
影
響
力
を
持
っ
た
蘇
州
域
内
の
郷
紳
と
劉
抗
し
て
、
郊
外
の
市
郷
の
利
害
を
主
張
し
た
人
物
で
あ
る
。
「
別
荒
徴
熟
」
は
挑
文
瀦
の
主
張

で
あ
り
、
宜
統
元
年
の

「報
荒
」
に

一
定
挑
文
泌
が
閥
わ
司
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
彼
が
報
荒
の
首
謀
者
の
「
劣
董
」
と
さ
れ
た
背
景
に
は
城

内
と
市
郷
の
地
主
の
矛
盾
が
あ
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
太
卒
天
国
後
の
清
代
後
半
に
も
、

〈
日
以
)

よ
う
な
域
居
と
郷
居
の
劉
立
が
あ
っ
た
が
、
清
末

・
民
園
以
降
は
地
方
自
治
の
進
展
の
中
で
、
城
郷
の
矛
盾
が
解
消
さ
れ
た
誇
で
な
く
、
そ
れ

ぞ
れ
別
個
の
組
織
を
作
っ
て
封
抗

・
協
調
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
銚
文
瀦
の
停
に
あ
る
市
郷
公
舎
の
成
立
、
豊
備
義
倉
の
諦
属
争
い
な
ど

が
そ
う
で
あ
り
、

市
郷
田
業
舎
の
成
立
も
こ
の
文
服
の
中
で
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
影
響
力
の
貼
で
は
蘇
州
域
内
の
郷
紳
の
回

業
舎
に
劣
る
に
せ
よ
、
郊
外
の
市
郷
の
地
主
が
自
己
の
利
害
を
主
張
す
る
組
織
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
蘇
紳
公
呈
」
や
永
昌
徐
氏
批
剣
に
見
ら
れ
る



一
九
二

0
年
代
の
田
業
舎
を
め
ぐ
る
幾
化
の
第
二
黙
は
、
同
じ
一
九
二
二
年
に
田
業
銀
行
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
臭
勝
目
業
銀
行

は
、
一
九
二
二
年
八
月
末
に
設
立
さ
れ
た
不
動
産
投
資
の
た
め
の
専
業
銀
行
で
、
「
先
に
設
立
し
た
田
地
房
産
租
務
代
理
慮
が
す
こ
ぶ
る
顧
客

の
信
任
を
得
て
、
委
託
の
戸
が
極
め
て
大
勢
押
し
か
け
た
」
と
い
わ
れ
租
桟
の
よ
う
な
牧
租
の
代
理
も
管
業
の
一
つ
で
あ
り
、
後
に
債
券
の
貰

買
の
代
理
も
行
っ
た
。
設
立
嘗
初
か
ら
蘇
州
銀
行
公
舎
の
潜
子
起
(
志
清
〉
が
綿
理
を
務
め
、
潜
志
詞
(
侶
虞
)
が
董
事
長
で
あ
っ
た
が
、
民
園

(

詑

)

二
四
年
に
董
事
長
の
潜
志
詞
が
病
気
の
た
め
、
長
い
開
田
業
禽
の
曾
長
を
務
め
た
丁
懐
築
(
字
春
之
〉
が
代
っ
て
董
事
長
に
就
任
し
て
い
る
。

(

お

)

創
立
舎
の
式
に
「
尤
(
先
甲
?
)
・
潜
(
租
諜
?
)
・
張
の
三
人
の
舎
長
」
が
開
舎
の
主
旨
を
述
べ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
回
業
舎
舎
長
の
丁
懐
築
が

二
代
目
の
理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
み
る
と
、
回
業
銀
行
は
田
業
舎
と
か
な
り
密
接
な
繋
が
り
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
蘇

(
川
品
〉

州
は
「
存
款
腐
頭
」
と
い
わ
れ
、
田
租
牧
入
等
で
得
た
資
金
を
無
錫
等
へ
の
投
資
を
行
う
資
金
調
達
地
と
な
っ
て
お
り
、
田
業
銀
行
は
田
業
舎

に
参
加
す
る
蘇
州
郷
紳
の
不
動
産
投
資
、
牧
租
業
務
、
さ
ら
に
無
錫
等
の
資
本
投
資
の
銀
行
と
し
て
設
立
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
一

0
年
代
か
ら
二

0
年
代
の
租
桟
簿
加
に
お
け
る
牧
租
率
・
欠
租
率
及
び
鰹
替
朕
況
を
見
る
と
、
二

0
年
代
前
半
が
最
も
地
主
に
と
っ

て
安
定
し
た
賦
況
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
減
賦
と
地
丁
・
漕
糧
と
租
米
の
折
債
の
格
差
の
嬢
大
に
よ
る
税

負
携
の
軽
減
と
共
に
、
回
業
曾
主
導
の
強
力
な
牧
租
瞳
制
の
成
立
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
の
佃
戸
の

抗
租
と
地
主
の
劃
躍
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。
一
九
一
九
年
夏
に
梅
雨
の
長
雨
の
た
め
「
農
民
が
績
々
と
報
荒
を
申
請
す
る
こ
と
が
、
自
に
敷

〈

お

)

十
件
に
も
な
り
」
、

一 75ー

こ
れ
を
受
け
て
田
業
舎
が
作
柄
調
査
を
行
っ
た
。
「
横
浬
西
郷
の
田
畝
は
本
年
夏
に
梅
雨
に
苦
し
め
ら
れ
た
が
、

作
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
ア
た
。
今
完
租
の
時
期
に
な
っ
た
が
、
豊
作
の
各
佃
戸
も
ま
た
水
設
を
ロ
寅
に
し
、
ま
た
奏
民
が
中
か
ら
扇
動
し
て
克
租

を
要
求
し
た
。
こ
の
た
め
採
蓮
橋
以
東
、
塘
橋
以
南
の
黄
董
・
渡
村
一
帯
で
は
殆
ど
の
家
も
観
望
し
て
い
る
。
現
在
各
租
桟
は
す
で
に
首
謀
者

(

お

)

の
十
徐
戸
を
廓
に
、4怒
り
慮
罰
し
て
い
る
」
と
奮
呉
懸
の
横
湿
地
方
の
一
部
で
被
災
を
口
貫
に
し
た
減
租
要
求
が
あ
り
、
租
桟
が
欠
租
の
佃
戸
を

(
初
出
)

腕
肺
に
迭
り
慮
罰
し
て
い
る
。
呉
江
豚
の
震
津
で
は
客
民
に
よ
る
抗
租
事
件
が
起
き
て
い
る
。
一
九
二

O
年
は
議
災
が
護
生
し
、
郷
民
が
績
々
と

豚
に
報
荒
し
た
。
蓄
長
洲
豚
の
東
橋
で
は
、
各
園
の
郷
民
が
数
百
人
集
ま
り
減
租
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
際
が
警
察
を
波
蓮
し
て
郷
民

豊
作
不
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を
拘
束
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
警
察
署
を
打
壊
す
大
規
模
な
間
荒
が
護
生
し
た
。
温
知
事
は
孔
昭
音
等
郷
紳
と
協
議
し
、
「
奏
民
」
の
集
合
場

所
の
陳
経
廟
を
封
鎖
す
る
な
ど
の
針
策
を
採
っ
た
。
減
租
の
問
題
で
は
回
業
舎
は
「
該
慮
の
租
米
は
依
然
と
し
て
動
か
せ
な
い
と
蘇
に
詰
問

(
叩
品
)

首
謀
者
八
名
が
逮
捕
さ
れ
た
。

し
」
、
鯨
は
軍
陵
を
涯
遣
し
武
力
弾
匪
し

一
九
一
一
一
年
も
水
害
の
た
め
各
地
で
報
荒

「
蘇
城
田
業
舎
は
前
に
豚
署
か
ら
迭
ら
れ
た
荒
加
を
受
け
、
委
員
を
涯
遣
し
て
一
再
調
査
を
行

っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
議
定
し
た
。

郷
民
四
名
が
死
亡
し

が
あ
り
、

粒
も
牧
穫
の
な
い
も
の
、
牧
穫
が

一
、
二
、
三
割
の
も
の
は
一
律
に
克
除
す
る
。
四
割
か
ら
六
割
の
も
の
は
賓
地
調
査
し
た
割
合
に
庭
じ
て
完

租
す
る
。
こ
の
外
の
高
下
の
団
地
は
普
く
減
克
を
輿
え
る
。

限
減
一
斗
と
被
災
の
重
た
い
も
の
は
災
譲
二
斗
五

升
、
決
の
も
の
は
二
斗
、
軽
い
も
の
は
一
斗
五
升
で
あ
る
。
並
び
に
各
佃
戸
が
被
災
の
吠
況
を
随
時
各
租
桟
に
報
告
し
、
酌
量
し
て
減
租
す
る

(

鈎

)

こ
と
を
許
す
。
昨
日
す
で
に
書
類
を
作
成
し
て
、
布
告
し
て
周
知
さ
せ
る
よ
う
懸
署
に
迭
っ
た
」
と
被
災
の
段
階
に
鷹
じ
た
減
克
を
布
告
し
て

(ω) 

い
る
。
昆
山
・
常
熟
で
は
間
荒
が
設
生
し
て
い
る
が
、
蘇
州
で
は
起
こ
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

飛
限
に
完
租
す
る
も
の
は

一
九
二
三
年
は
長
雨
の
た
め
に
報
荒
が
あ

一76ー

っ
た
が
卒
穏
で
あ
っ
た
。

一
九
二
五
年
三
月
に
催
甲
を
め
ぐ
る
二
つ
の
事
件
が
あ
っ
た
。

一
つ
は
蘇
城
盤
門
外
の
催
甲
が
郷
民
か
ら
納
入
を
委

託
さ
れ
た
租
金
を
着
服
し
、
地
主
が
そ
の
佃
戸
を
官
鹿
に
拘
禁
し
よ
う
と
し
た
た
め
、

催
甲
は
田
業
公
舎
に
郷
民
に
租
金
二
千
絵
元
を
掠
奪
さ
れ
た
と
訴
え
、

(
4〉

通
知
し
、
兵
士
六
名
が
武
器
を
携
帯
し
て
捜
査
し
六
名
を
逮
捕
し
た
。
も
う
一
件
は
、
表
山
郷
の
催
甲
莫
浩
揚
が
彼
に
恨
み
を
抱
く
佃
戸
李
竹

甲
の
家
の
門
を
少
し
壊
し
た
事
件
で
あ
る
。

そ
の
家
の
も
の
が
数
人
と
約
し
て
催
甲
を
詰
問
し
、
催

国
業
舎
は
直
ち
に
蘇
に

卿
・
朱
金
和
に
前
年
十
二
月
に
租
金
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
り
、
各
租
桟
は
「
租
風
」
に
関
わ
る
と
何
度
も
協
議
し
、
委
員
を
涯
蓮

(
必
)

し
て
賓
地
調
査
し
て
事
賓
と
認
定
し
、
三
月
に
豚
に
報
告
し
て
犯
人
を
逮
捕
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
年
一
一
月
、
'
用
直

・
陳
墓
・
車
坊
郷
で
は

議
災
の
た
め
不
作
で
あ
っ
た
が
、

郷
接
す
る
昆
山
懸
に
お
い
て
「
一
概
租
糧
が
諮
売
さ
れ
た
と
聞
い
て
」
、

角
直
上
二
五
都
一
五
園
の
一
部
の

一
八
日
に
百
徐
人
で
角
直
沈
庖
橋
の
催
甲
潜
朋
資
等

三
家
を
焼
き
打
ち
(
牛
車
柵
を
燃
や
し
た
だ
け
)
し
た
が
、
直
ち
に
簿
医
さ
れ
た
。
被
害
程
度
も
少
な
か
っ
た
た
め
「
懸
署
と
田
業
舎
は
こ
の

事
件
に
劃
し
て
均
し
く
和
卒
解
決
を
主
張
し
、
す
べ
て
の
郷
農
の
事
を
起
こ
し
て
牛
小
匿
を
焼
い
た
事
は
一
概
に
追
及
せ
ず
、

農
民
が
抗
租
を
唱
え
、
陳
墓

・
車
坊
の
農
民
と
約
定
し
て
同
時
に
蜂
起
し
よ
う
と
し
て
、

一
方
で
各
一
該
慮



の
田
地
に
お
い
て
減
租
あ
る
い
は
諮
売
を
確
定
す
る
の
に
便
利
な
よ
う
に
、
荒
教
が
結
局
の
所
ど
の
程
度
な
の
か
を
改
め
て
調
査
し
、
郷
農
に

(
的
制
〉

恨
み
の
言
を
な
さ
せ
な
い
よ
う
に
さ
せ
る
べ
き
と
し
た
」
と
い
う
和
卒
解
決
が
圃
ら
れ
た
。
松
江
蘇
の
五
庫
郷
で
は
二
種
の
契
合
」
し
た
田

(

M

H

)

(

必
)

租
の
不
納
が
行
わ
れ
、
昆
山
懸
蓬
閣
郷
で
は
郷
公
所
の
焼
き
打
ち
、
富
家
の
掠
奪
、
吃
大
戸
と
い
う
大
規
模
な
抗
租
が
護
生
し
て
い
る
。

一
九
一
七
年
の
大
規
模
な
闇
荒
以
後
、
蘇
州
で
は
大
規
模
な
抗
租
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
抗
租
暴
動
と
言
え
る
の
は
一
九
二

O
年
の
東
橋
と

一
九
二
五
年
の
陶
直
の
二
例
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
抗
租
及
び
佃
戸
の
要
求
と
地
主
の
封
躍
を
見
る
と
次
の
黙
が
特
徴
と
な
る
と
思
わ
れ

る
。
第
一
は
佃
戸
と
地
主
の
紛
争
は
災
害
時
の
滅
克
を
巡
っ
て
で
あ
り
、
こ
の
た
め
風
水
害
・
最
害
に
見
舞
わ
れ
る
と
佃
戸
は
す
ぐ
に
報
荒
を

行
い
、

田
業
舎
も
催
甲
、
司
脹
を
涯
遣
し
て
寅
地
調
査
を
行
い
、
詳
細
な
減
売
を
決
定
し
、
佃
戸
の
抗
租
の
口
貫
を
得
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
。
第
二
は
、
佃
戸
の
抗
租
の
封
象
が
催
甲
あ
る
い
は
郷
公
所
、
董
事
に
向
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
地
主
の
城
居
化
に
伴
い
、
在
地

に
お
い
て
小
作
地

・
佃
戸
を
管
理
す
る
催
甲
の
果
た
す
役
割
が
高
ま
り
、
租
桟
の
地
主
に
代
っ
て
自
立
化
を
園
る
佃
戸
を
掌
握
す
る
役
割
を
果

た
し
た
。
蘇
州
で
は
専
業
的
大
催
甲
が
一
般
的
で
、
在
地
に
お
い
て
一
定
の
影
響
力
を
持
つ
ク
顔
役
。
的
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
を
利
用
し
て
蘇

州
域
内
の
租
桟
が
在
地
に
お
け
る
支
配
を
貫
徹
す
る
と
共
に
、
催
甲
の
郷
紳
の
。
威
光
。
を
背
景
に
在
地
で
威
を
張
る
と
い
う
側
面
も
あ
っ

た。

- 77ー

彼
ら
は
在
地
に
お
け
る
地
主
の
化
身
で
あ
り
、

日
常
的
に
佃
戸
と
接
燭
し
災
害
時
の
徴
牧
率
の
決
定
そ
の
他
に
大
き
な
影
響
力
を
持
つ

た
。
鎮
公
所
の
郷
董
等
も
同
様
で
あ
司
た
。
こ
の
た
め
在
地
に
お
け
る
抗
租
の
鋒
先
は
、
蘇
州
域
内
で
奥
深
く
鎮
座
す
る
租
桟
の
地
主
で
は
な

(

必

)

く
、
徴
牧
率
決
定
に
直
接
関
輿
し
、
地
主
・
勝
政
府
か
ら
の
催
租
を
貨
行
す
る
催
甲
や
郷
董
に
向
け
ら
れ
て
い

っ
た
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
租

模
地
主
の
割
腹
が
、
極
め
て
組
織
的
、
迅
速
な
も
の
で
あ

っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
九
二
五
年
春
の
二
つ
の
催
甲
に
関
わ
る
事
件
や
報
荒
、
抗
租

に
お
い
て
、
租
模
地
主
が
個
々
に
封
雁
す
る
の
で
な
く
、
田
業
舎
を
通
じ
、
地
方
政
府
を
動
員
し
た
封
鷹
に
な

っ
て
お
り
、
毎
年
行
わ
れ
る
折

債
、
災
害
時
の
減
売
額
の
舎
議
や
官
へ
の
追
租
腫
制
の
確
立
を
見
る
と
一
九
二

0
年
代
前
半
に
租
桟

・
官
の
一
睡
と
な

っ
た
組
織
的
牧
租
瞳
制

(
U〉

は
頂
黙
に
達
し
た
と
思
わ
れ
る
。
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南
京
園
民
政
府
の
成
立
と
蘇
州
農
村

一
九
一

0
年
代
後
牢
か
ら
二

0
年
代
前
牟
の
租
桟
地
主
に
と
っ
て
安
定
し
た
地
主
|
佃
戸
闘
係
に
獲
化
を
生
じ
さ
せ
た
の
が
、

三
月
下
旬
の
園
民
革
命
軍
の
蘇
州
占
領
と
南
京
圏
民
政
府
の
成
立
で
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年

一
九
二
七
年
三
月
二
一
日
園
民
革
命
軍
二
一
師
(
師
長
厳
重
)
は
蘇
州
を
占
領
し
た
。
蘇
州
で
は
城
東
郊
外
の
晋
ノ
山
で
戦
闘
が
あ
り
、
一
裳
作

(

川

崎

〉

(

必

〉

の
萎
畑
が
荒
ら
さ
れ
た
と
い
う
被
害
が
あ
っ
・
た
が
、
ほ
ぼ
無
血
入
城
で
あ
っ
た
。
園
民
革
命
軍
の
歓
迎
に
五
高
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
道
号
ノ
・

奮
議
舎
等
は
接
牧
さ
れ
、
園
民
革
命
軍
政
治
部
が
各
界
の
人
士
を
召
集
し
、
臨
時
行
政
委
員
舎
が
組
織
さ
れ
た
。
民
政
長
に
律
師
の
張
一
鵬
が

就
任
し
た
が
、
彼
は
裳
世
凱
政
権
時
代
に
数
育
組
長
、
第
三
代
大
総
統
鴻
圏
一
軍
の
秘
書
長
を
歴
任
し
、
一
九
二
一
年
に
蘇
州
に
開
り
、

の
重
要
な
事
柄
、
例
え
ば
湾
(
隻
元
)
虚
(
永
群
〉
の
争
い
、
奉
軍
の
南
下
で
は
、
仲
仁
は
先
頭
に
た
っ
て
群
衆
を
代
表
し
、
軍
閥
と
周
旋

(

印

)

し
、
地
方
の
利
盆
を
擁
護
し
た
」
と
い
わ
れ
る
張
一
層
の
弟
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
委
員
に
は
、
財
政
は
鴻
世
徳
、
変
通
は
陸
鴻
儀
、
賓
業
は

〈

日

)

在
園
庫
、
公
安
は
章
君
曙
、
教
育
は
沈
煩
魁
、
公
盆
は
蒋
靖
溝
の
六
人
が
就
任
し
た
。
張
一
鵬
か
ら
在
園
庫
ま
で
の
四
人
は
確
買
に
蘇
州
の
郷

〈

臼

)

紳
で
あ
り
、
他
の
三
人
も
そ
の
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
は
園
民
革
命
に
同
情
的
な
郷
紳
で
あ
る
に
せ
よ
、
こ
れ
は
蘇
州
で
は
園
民

革
命
に
お
い
て
大
き
な
政
治
的
混
観
や
空
白
が
な
か
?
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

園
民
革
命
軍
の
江
南
占
領
に
伴
い
、
各
地
の
農
民
運
動
は
一
時
的
な
高
揚
を
迎
え
た
。
園
民
黛
の
組
織
化
が
比
較
的
早
く
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
松
江
で
は
連
日
民
衆
大
舎
が
聞
か
れ
、
張
諜
培
の
恵
農
公
司
の
租
米
を
欠
租
し
た
こ
と
で
拘
留
さ
れ
て
い
た
佃
戸
が
解
放
さ
れ
て
舎
場
に
出

席
し
、
「
張
葎
培
を
巌
罰
に
せ
よ
、
農
民
生
活
を
改
善
せ
よ
、
組
理
の
農
工
政
策
を
擁
護
せ
よ
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
叫
び
、
デ
モ
行
準
の
途
中

(

臼

)

に
張
謀
培
の
家
に
入
り
こ
み
、
家
具
等
の
打
壊
し
が
行
わ
れ
た
。
さ
ら
に
「
滅
軽
田
租
、
諮
売
春
租
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
出
さ
れ
、
間
脚
黛
部
に

「
地
方
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お
い
て
「
去
年
の
未
牧
の
田
租
は
二
五
%
減
克
す
る
。
そ
の
折
債
は
槌
米
の
市
債
よ
り
十
分
の
一
安
く
す
る
。
も
し
確
買
に
被
災
し
た
朕
況
が

(

臼

)

あ
り
納
租
す
る
力
が
な
い
も
の
は
、
農
民
協
舎
或
い
は
嘗
地
の
築
部
の
誼
明
に
よ
り
酌
滅
ま
た
は
克
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
決
定
し
た
。



無
錫
で
も
高
安
市
・
洛
吐
等
教
十
郷
の
農
民
約
五
千
人
が
洛
祉
で
市
民
大
舎
を
開
催
し
、
市
公
所
の
接
牧
と
孫
済
如
等
四
人
の
慮
罰
を
要
求
し

(

回

)
た
。
他
の
市
郷
で
も
農
民
協
舎
が
績
々
と
作
ら
れ
、
劣
紳
へ
の
打
壊
し
、
慮
罰
要
求
が
業
部
に
出
さ
れ
、
無
錫
豚
政
府
で
は
人
民
裁
判
委
員
舎

(
日
山
)

を
組
織
し
て
土
豪
劣
紳
を
慮
置
す
る
こ
と
、
遁
租
局
の
裁
撤
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
の
他
の
江
南
諸
燃
で
も
農
民
協
舎
の
組
織
化
、
奮
来
の

豚
や
郷
の
政
権
の
接
牧
、
「
土
豪
劣
紳
」
〈
の
攻
撃
、
虚
罰
要
求
が
行
わ
れ
、
一
部
に
暴
動
・
人
民
裁
剣
の
様
相
を
呈
す
る
所
も
あ
司
た
。
新

聞
史
料
に
お
い
て
は
蘇
州
で
は
、
松
江
・
無
錫
の
よ
う
な
大
規
模
な
農
民
集
舎
や
土
劣
狩
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
比
較
的
秩
序
が
保
た
れ
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
間
医
・
掴
浬
・
唯
亭
・
木
漬
・
湘
城
で
農
民
協
舎
が
作
ら
れ
、
四
月
一

O
日
に
果
燃
農
民
協
舎
の
簿
備
委
員
舎
が
聞
か
れ
、

〈
町
出
)

農
民
運
動
の
組
織
化
が
進
行
し
て
い
た
。

こ
う
し
た
園
民
革
命
軍
の
占
領
を
契
機
と
す
る
江
南
の
農
民
運
動
の
高
揚
は
、
四
月
一
二
日
の
蒋
介
石
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
っ
て
僅
か
牟
月

(

日

)

で
潰
え
て
し
ま
う
。
農
民
協
舎
は
「
黛
綱
に
違
背
し
、
少
数
の
反
黛
分
子
に
よ
っ
て
操
縦
把
持
さ
れ
て
い
た
」
と
し
て
封
鎖
・
解
散
さ
れ
、
無

(

回

)

錫
で
は
「
妄
り
に
標
語
を
用
い
る
こ
と
を
巌
禁
す
る
。
非
法
な
集
舎
を
巌
禁
す
る
」
等
の
八
項
目
の
命
令
が
出
さ
れ
、

「
近
頃
共
産
分
子
が
農

(

印

〉

民
を
扇
動
し
て
、
抗
し
て
租
米
を
納
め
ず
、
秩
序
を
破
壊
し
、
治
安
を
飽
そ
う
と
し
て
い
る
」
と
抗
租
禁
止
の
布
告
が
だ
さ
れ
た
。
各
地
の
黛

(
引
)

部
も
「
清
黛
」
の
た
め
に
解
散
さ
れ
、
新
た
に
清
議
委
員
舎
に
よ
る
改
組
が
行
わ
れ
た
。
農
民
協
舎
も
新
た
に
農
民
協
舎
簿
備
委
員
曾
に
よ
る

再
建
が
準
め
ら
れ
た
。
こ
の

「
清
黛
」

で
蘇
州
の
黛
員
七

O
五
人
の
う
ち
、

「
入
業
手
績
が
完
全
合
法
な
も
の
は
」
僅
か
四
三
人
で
あ
ア
た
と

(

臼

)

い
う
記
事
も
あ
る
。
「
清
黛
」
・
農
民
等
民
衆
の
「
非
法
」
な
運
動
へ
の
揮
監
と
い
う
「
右
傾
」
化
の
中
で
、
「
土
豪
劣
紳
」
と
さ
れ
た
奮
郷

紳
の
活
動
も
活
滋
に
な
ア
た
。
「
近
頃
各
牒
の
同
志
が
績
々
と
電
報
で
告
げ
る
所
に
よ
る
と
、
清
議
運
動
費
生
以
来
、
土
豪
劣
紳
は
本
黛
が
共

産
分
子
を
清
除
し
た
こ
と
を
、
農
工
政
策
を
放
棄
し
た
も
の
と
考
え
、
こ
の
機
に
乗
じ
て
盛
ん
に
起
こ
り
、
事
に
託
け
て
報
復
を
行
い
、
本
業

(

臼

〉

の
忠
貨
な
同
志
に
射
し
て
共
産
禁
員
と
謹
い
、
陥
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
一
度
で
も
も
し
扶
助
農
工
を
行
え
ば
、
師
ち
共
産
と
指
弾
す
る
」
と

い
う
朕
態
が
生
ま
れ
た
。
園
民
黛
員
が
襲
わ
れ
た
り
、
「
土
豪
劣
紳
」
が
「
民
意
を
儒
造
し
て
革
命
工
作
の
破
援
を
行
っ
た
り
」
、
農
民
協
舎
の

(

臼

)

中
に
入
り
こ
む
こ
と
も
見
ら
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
二
人
、
二
九
年
の
調
査
に
よ
る
と
江
蘇
の
園
民
業
員
の
約
一
六

O
O
O名
の
半
数
の
八

O
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735 



736 

0
0名
が
教
員
と
拳
生
で
あ
り
、
二
九
歳
以
下
の
青
年
が
三
分
の
こ
を
占
め
て
お
り
、
蒋
介
石
の
施
策
に
反
封
し
、
園
民
黛
第
一
、
二
全
舎
の

(

臼

〉

精
神
で
の
園
民
黛
の
「
回
復
」
を
目
指
す
改
組
涯
の
影
響
が
強
か
司
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
二
七
年
末
の
江
南
秋
牧
蜂
起
以
前
に
お
い
て
は
、

(
白
山
〉

「清
黛
」
過
程
で
排
除
さ
れ
て
は
い

っ
た
が
、
共
産
議
員
も
一
定
議
部
に
残
っ
て
お
り
、
地
方
議
部
、
地
方
政
府
、
郷
紳
の
三
者
の
関
係
は
か

(
m
む

な
り
複
雑
で
あ
っ
た
。

一
九
二
七
年
六
月
初
め
、
蘇
州
の
臨
時
行
政
委
員
舎
が
解
散
し
、
王
引
才
(
納
善
〉
が
呉
豚
鯨
長
と
し
て
涯
遣
さ
れ
た
。
農
民
協
曾
箸
備
委
員

舎
が
作
ら
れ
、
農
民
協
舎
の
組
織
、
農
民
へ
の
宣
惇
等
行
わ
れ
た
が
、
例
え
ば
蘇
州
市
郊
の
萄
門
医
農
民
協
舎
で
は
清
糞
と
農
繁
期
の
た
め
組

(
回
〉

織
工
作
が
停
頓
し
、
三
十
絵
村
の
内
十
村
し
か
加
入
し
て
い
な
い
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
順
調
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
各
地
の
黛

部

・
農
民
協
舎
は
園
民
革
命
の
達
成
の
た
め
に
、
共
産
禁
へ
の
劉
抗
も
あ
り
、
「
土
豪
劣
紳
」
の
告
護
と
農
民
の
費
醒
と
救
済
の
策
を
採
っ
て

(ω) 

ゆ
く
。
呉
江
豚
で
は
震
海
銀
の
地
主
の
牧
租
と
高
利
貸
が
告
設
さ
れ
、
地
主
が
「
固
有
の
勢
力
を
維
持
し
よ
う
と
考
え
、
呉
江
蘇
張
勝
長
と
グ

ル
と
な
っ
て
」
そ
の
批
准
を
受
け
た
、
回
業
公
舎
の
「
愛
相
」
で
あ
る
呉
江
納
税
人
公
舎
が
、
呉
江
蘇
農
協
饗
備
委
員
舎
の
要
請
で
禁
止
さ
れ

(
均
〉

て
い
る
。
追
租
局
に
つ
い
て
も
昆
山
鯨
で
は
「
軍
閥
時
代
に
や
固
た
っ
て
は
、

い
つ
も
行
政
機
闘
が
局
を
設
け
て
追
租
し
、
弊
害
が
叢
生
し
、
佃

(

冗

)

た
だ
涙
を
飲
ん
で
我
慢
す
る
だ
け
で
あ
司
た
」
と
し
て
行
政
機
関
に
よ
る
「
設
局
牧
租
」
の
禁
止
が
出
さ
れ
た
。
こ
う

- 80ー

農
は
座
迫
を
受
け
て
、

し
た
黛
部
・
農
民
協
舎
の
動
き
は
蘇
州
の
牧
租
瞳
制
に
も
一
定
の
獲
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
二
七
年
の
田
租
の
徴
牧
は
次
の
様
な
形
で
行
わ
れ
た
。

「
鯨
政
府
王
引
才
師
胴
長
は
、

前
日
(
十
二
〉
正
午
に
各
国
業
の
桟
主
を
召
集
し

て
租
金
の
減
売
の
方
法
を
討
論
し
た
。
各
桟
主
の
多
く
は
出
席
せ
ず
、
僅
か
に
張
仲
仁
三
麗
)
・
潜
子
義

(
利
穀
)
等
二
十
徐
人
が
列
席
し
た

だ
け
で
あ
る
。

王町
胴
長
が
主
席
と
な
り
、
最
近
新
江
省
各
鯨
の
地
主
の
牧
租
は
す
で
に
原
額
に
照
し
て
七
五
折
に
滅
売
し
て
い
る
。
蘇
省
は
ま

だ
明
令
を
奉
じ
て
い
な
い
が
、

し
か
し
ま
た
こ
れ
に
倣
っ
て
慮
理
す
べ
き
で
あ
る
。
租
米
の
折
慣
に
至
つ
て
は
、
刈
り
取
り
出
回
る
の
を
待
つ

て
再
び
討
論
す
る
よ
う
説
明
が
あ
っ
た
。
各
桟
主
は
租
米
の
減
売
は
か
つ
て
よ
り
田
業
の
自
主
で
あ
っ
て
、
事
は
各
租
桟
の
牧
入
に
閲
す
る
の

で
、
少
数
の
人
で
決
定
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
相
互
討
論
の
後
、

田
業
よ
り
舎
議
を
召
集
し
て
精
密
な
討
論
を
行
っ
て
、
再
び
方
法
を
決
定
し



て
、
燃
に
返
答
し
て
裁
決
を
仰
ぐ
、
と
な
っ
た
。
縫
い
で
主
豚
長
よ
り
近
日
の
軍
費
調
達
の
困
難
な
朕
況
の
報
告
が
あ
り
、
並
び
に
諸
君
は
同

ハ
η
)

じ
く
園
民
に
属
し
て
お
り
努
め
て
難
儀
を
携
い
、
極
力
協
力
す
る
こ
と
を
望
む
と
い
い
、
散
曾
し
た
」
。
租
桟
側
は
多
分
曾
議
を
聞
き
七
五
折

寅
牧
は
受
入
れ
ら
れ
な
い
と
し
て
鯨
と
再
協
議
し
、
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま
で
の
隈
譲
に
基
づ
く
、
飛
限
七
五
折
、
初
限
八
折
、
二
限
八
五
折
、

三
限
九
折
の
案
が
纏
ま
っ
て
布
告
さ
れ
た
。
折
債
も
「
従
来
は
各
租
桟
が
自
ら
決
め
て
い
た
が
、
ぱ
ら
ぱ
ら
過
ぎ
る
の
で
締
商
一
舎
・
商
民
協
舎

か
ら
市
債
の
買
値
を
逐
日
調
査
し
て
勝
政
府
に
報
告
さ
せ
、
市
場
の
髄
'
梗
の
米
債
を
租
米
の
折
債
と
し
て
、
そ
れ
よ
り
減
ず
る
こ
と
は
許
す

(η
〉

が
、
増
加
す
る
こ
と
は
許
さ
な
い
と
規
定
し
た
」
。
こ
の
過
程
か
ら
衣
の
ニ
貼
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
は
、
勝
政
府
か
ら
二
五
減
租
を
意
識
し

た
租
米
減
売
の
提
案
が
租
桟
に
な
さ
れ
、
租
桟
側
と
の
協
議
で
田
租
減
売
額
が
決
め
ら
れ
、
布
告
と
い
う
形
で
出
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
飛
限

七
五
折
は
豊
作
の
年
と
し
て
は
破
格
で
あ
り
、
地
主
が
大
き
く
譲
歩
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
折
債
で
も
同
様
に
租
桟
の
自
主
で
は
な
く
、

商
舎
等
の
市
場
調
査
に
基
づ
い
て
牒
か
ら
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
後
に
省
政
府
か
ら
常
熟
燃
と
共
に
呉
鯨
で
も
、
地
主
が
勝
手
に
折
債
を
定

(

九

)

め
て
い
る
弊
害
が
あ
り
、
草
除
す
べ
き
で
あ
る
と
の
命
令
が
下
さ
れ
て
い
る
。
一
定
農
民
救
済
の
立
場
か
ら
の
政
府
(
或
い
は
黛
部
)
の
租
佃

関
係
へ
の
閥
興
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
こ
の
時
の
蘇
州
で
の
二
五
減
租
の
理
解
は
租
額
の
「
七
五
折
寅
牧
」
で
あ
り
、
租
額
の
最

- 81ー

高
額
が
主
要
作
物
の
三
七
・
五
%
(
江
蘇
の
場
合
は
三
分
の
一
あ
る
い
は
三
五
%
)
と
い
う
規
定
は
一
九
二
七
年
末
の
「
江
蘇
省
民
園
十
六
年
度
佃

(

万

〉

農
鰍
租
暫
行
締
法
」
の
施
行
か
ら
で
あ
る
。
第
二
貼
は
、
第
一
離
に
も
拘
ら
ず
、
豚
政
府
と
し
て
租
桟
の
意
向
を
無
視
し
え
ず
、
協
議
・
妥
協

に
よ
っ
て
田
租
徴
牧
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
勝
政
府
と
し
て
租
横
地
主
の
意
向
を
無
視
し
え
な
い
理
由
は
、
王
豚
長
が
言
っ
て
い
る
如

く
財
政
の
困
難
な
朕
況
に
あ
っ
た
。
革
命
後
も
財
政
難
に
陥
っ
て
い
る
蘇
州
地
方
政
府
に
と
っ
て
豊
富
な
資
金
を
も
ち
、
田
賦
徴
放
に
影
響
力

を
持
っ
て
い
た
租
桟
の
紳
士
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
九
二
七
年
八
月
王
鯨
長
は
水
陸
警
察
と
軍
隊
の
招
待
の
た
め
の
経
費
と
し

て
、
「

t
漕
を
抵
嘗
と
し
て
」
回
業
各
租
桟
か
ら
八
寓
元
を
利
子
附
き
で
借
り
入
れ
る
と
い
う
こ
と
を
行
い
、
約
四
分
の
三
の
六
寓
一
千
元
を

(
叩
山
〉

借
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
無
錫
で
も
借
漕
舎
議
を
聞
き
、
倉
臆
・
富
紳
に
涯
し
て
認
摘
さ
せ
る
外
、
各
郷
市
に
割
り
嘗
て
る
と
い
う
従
来

(

行

)

の
方
法
が
採
ら
れ
て
い
る
。

737 
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一
九
二
七
年
一
一
月
宜
輿
・
無
錫
、
更
に
江
陰
等
で
共
産
薫
が
農
民
を
率
い
て
暴
動
を
起
こ
す
所
謂
江
南
秋
牧
蜂
起
が
起
こ
っ
た
。
青
浦
牒

(
刊
巾
)

観
音
堂
郷
、
松
江
蘇
楓
注
郷
で
も
共
産
黛
の
扇
動
に
よ
る
抗
租
が
護
生
し
た
。
蘇
州
で
は
直
接
暴
動
は
起
こ
ら
な
か
っ
た
が
、
域
内
、
東
橋
、

激
壁
等
で
「
農
民
の
抗
租
を
扇
動
し
、
産
主
を
打
倒
し
、
土
豪
劣
紳
を
劃
除
し
、
一
切
の
政
権
を
農
民
革
命
軍
に
掃
す
」
と
い
う
内
容
の
「
農

(

乃

〉

民
革
命
軍
」
の
ビ
ラ
が
瑳
見
さ
れ
、
戒
厳
朕
態
と
な
っ
た
。
一
九
二
七
年
は
江
南
一
帯
が
例
年
に
な
い
豊
作
で
あ
り
、
報
荒
な
ど
の
佃
戸
の
動

き
は
起
こ
っ
て
お
ら
ず
、
共
産
業
が
抗
租
を
扇
動
し
て
行
う
秋
牧
蜂
起
に
と
っ
て
は
篠
件
が
あ
ま
り
良
く
な
い
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
も
拘
ら

ず
、
宜
輿
・
無
錫
の
報
告
が
示
す
よ
う
に
、
減
租
あ
る
い
は
「
耕
者
有
其
田
」
と
い
う
主
張
と
、
地
主
の
家
の
打
壊
し
、
租
簿
・
契
援
等
を
焚

(

加

)

焼
す
る
行
動
が
佃
戸
た
ち
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
素
地
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
蘇
州
で
も
、

「
本
年
各
郷
の
佃
戸
が
欠
か
し
た
租
米
は
、
往
年
に

(

但

)

比
較
し
て
二
倍
と
な
っ
て
お
り
、
特
に
共
産
業
の
徒
が
見
つ
か
司
た
論
閲
・
金
壁
・
予
山
等
の
所
が
最
も
甚
だ
し
い
」
と
、
全
般
的
に
欠
租
が

増
加
し
た
が
、
特
に
共
産
業
の
影
響
を
受
け
た
地
方
が
最
も
ひ
ど
か
司
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
共
産
業
の
秋
牧
蜂
起
、
そ
の
影
響
を
受
け
た
抗

82ー

租
の
抜
大
に
劃
し
て
、
政
府
と
園
民
議
は
次
の
よ
う
な
措
置
を
採
っ
た
。
共
産
禁
に
劃
し
て
は
徹
底
的
に
弾
匪
を
加
え
、
共
産
黛
の
組
織
作
り

に
利
用
さ
れ
た
農
民
協
曾
・
黛
部
等
の
接
牧
・
改
組
を
行
い
、
ま
た
民
衆
運
動
の
停
止
を
命
じ
た
。
抗
租
に
劃
し
て
も
、
例
え
ば
蘇
州
に
お
い

て
は
各
郷
の
公
安
分
局
長
が
催
租
委
員
を
兼
任
し
て
催
租
を
貫
行
す
る
と
共
に
、
「
も
し
謡
言
を
聞
い
て
信
じ
、
抗
し
て
納
租
し
な
け
れ
ば
、

(

位

)

(

回

)

反
革
命
行
震
で
あ
る
」
と
の
布
告
を
出
し
、
頑
佃
は
鯨
の
公
安
局
に
、
逸
っ
て
巌
追
す
る
と
い
う
強
行
措
置
を
行
っ
た
。
こ
う
し
た
力
に
よ
る
措

置
を
採
る
と
同
時
に
、
共
産
蕪
の
誘
惑
を
受
け
さ
せ
な
い
た
め
に
、
「
黛
員
は
農
工
運
動
に
努
力
し
、
特
に
農
工
の
切
質
な
利
盆
の
上
に
考

(
制
)

ぇ
、
農
工
の
信
頼
を
獲
得
」
す
べ
き
で
あ
る
と
、
租
佃
開
係
に
介
入
し
、
農
民
の
生
活
を
改
善
し
、
費
醒
を
園
る
た
め
の
行
動
を
起
こ
し
て
い

く
。
こ
れ
が
一
九
二
七
年
末
に
施
行
さ
れ
た
「
江
蘇
省
民
園
十
六
年
度
佃
農
轍
租
暫
行
掛
法
」
と
翌
年
一
月
に
制
定
さ
れ
た
「
江
蘇
省
暫
行
田

租
糾
紛
仲
裁
候
例
」
及
び
そ
れ
に
附
随
す
る
種
々
の
措
置
で
あ
っ
た
。

『
蘇
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
五
輯
所
牧
の
「
蘇
州
的
地
主
輿
農
民
」
に
よ
る
と
、
「
二
女
革
命
」
の
時
、
地
主
の
彰
東
擦
が
指
導
部
を
築
奪

し
た
た
め
、
あ
る
べ
き
作
用
を
護
揮
し
な
か
っ
た
が
、
衣
の
三
項
目
の
改
革
、
が
農
民
協
舎
の
建
議
で
行
わ
れ
た
。
①
田
租
の
徴
牧
費
と
し
て
附



加
さ
れ
て
い
た
力
米
を
慶
止
す
る
、
②
牧
租
し
た
ら
別
に
領
牧
書
を
護
行
す
る
か
、
租
自
に
徴
牧
額
を
書
き
領
牧
書
と
す
る
、
③
災
害
の
年
に

(
白
山
〉

は
、
あ
る
地
域
全
瞳
を
纏
め
て
減
克
率
を
決
め
る
の
で
は
な
く
、
個
別
に
貫
地
調
査
し
て
減
克
率
を
決
め
る
。
第
一
の
力
米
の
麿
止
は
、

「江

蘇
省
民
園
十
六
年
度
佃
農
轍
租
行
掛
法
」
の
「
小
租
」
等
の
禁
止
を
受
け
て
、
農
民
協
舎
が
全
勝
で
五
三
高
元
に
も
な
る
「
額
外
の
姿
索
」
で

あ

る

と

力

米

の

鹿

止

を

要

請

し

、

一

九

二

八

年

秋

の

牧

租

か

ら

賀

行

さ

れ

、

司

脹

・

催

甲

一
九
二
八
年
七
月
頃
に
農
鎮
聴
か
ら
命
令
が
出
て
、

(

部

〉

に
支
排
わ
れ
る
手
嘗
は
租
桟
の
負
携
と
な
っ
た
。
一
九
二
九
年
九
月
に
、
田
業
公
舎
に
改
め
て
禁
止
の
命
令
が
出
さ
れ
、
佃
戸
に
糾
問
し
て
も

「も
し
租
桟
が
私
に
脚
米
を
徴
牧
し
た
り
、
或
い
は
別
に
名
目
を
立
て
て
租
米
の
他
に
額
外
浮
牧
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
指
名
告
裂
す
る
こ

(

町

)

一
部
に
守
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
園
舎
圃
書
館
所
臓
の

「呉

と
を
許
す
」
と
い
う
告
示
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
と

胎
経
桟
」
の
「
報
錦
備
査
」
に
は
、
民
園

一
七
年
か
ら
力
米
が
租
桟
の
支
出
の
項
目
に
入
っ
て
お
り
、
力
米
慶
止
は
租
桟
簿
加
か
ら
も
確
認
し

(

邸

)

う
る
。
江
蘇
省
の

「二
五
滅
租
」
で
は
、
租
米
の
減
売
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
佃
戸
に
と
っ
て
こ
の
力
米
の
鹿
止
が
賓
質
的

「二
五
減
租
」

に
よ
る
減
租
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
二
の
領
牧
書
の
護
行
は
、

- 83ー

一
九
二
八
年
一
一
月
の

「江
蘇
省
綴
租
暫
行
篠
例
」
第
十
僚
に
「
業
主
は
租

(

的

)

息
を
受
け
取
丹
、
た
後
、
領
牧
書
或
い
は
そ
の
他
の
そ
れ
に
相
嘗
す
る
謹
明
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
第
三
は
そ

れ
ま
で
の
「
劉
荒
徴
熟
」
を
さ
ら
に
徹
底
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
一
九
二
八
年
の
回
業
舎
の
曾
議
で
「
被
災
の
団
地
は
、
劉
荒
徴
熟
を
寅
行
す

(
卯
〉

る
」
と
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
東
京
大
間
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
の
「
徐
永
安
桟
」
の
一
九
=
二
年
「
荒
珊
」
で
か
な
り
詳
細
な
被
災
面
積

(
川
出

)

が
調
査
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
や
は
り
一
定
寅
行
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
に
形
骸
化
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
「
蘇
州
的
地

主
興
農
民
」
の
筆
者
の
言
う
如
く
こ
の
三
項
目
の
改
革
、
が

「あ
る
べ
き
作
用
を
護
揮
し
な
か
っ
た
」
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
外
、
追
租
の
問
題
で
も
獲
化
が
あ
っ
た
。
こ
の
黙
に
つ
い
て
、
園
民
革
命
後
の
田
業
舎
の
問
題
と
合
せ
て
考
え
て
み
た
い
。
蘇
州
の
回

(
位
〉

業
舎
は
、
「
革
命
軍
が
蘇
州
を
鎮
定
し
た
後
は
、
形
無
く
停
頓
し
た
」
と
い
わ
れ
る
が
、
果
、
江
の
納
税
人
公
舎
〈
因
業
公
舎
)
の
よ
う
に
禁
止

さ
れ
た
り
、
活
動
を
停
止
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
先
の
一
九
二
七
年
の
田
租
徴
牧
方
法
の
決
定
や
借
漕
に
お
い
て
有
力
租
桟
の
郷

一
九
二
八
年
春
か
ら
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紳
を
中
心
に
租
桟
地
主
の
利
害
を
纏
め
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

回
業
舎
と
し
て
組
織
的
活
動
を
再
開
し
た
の
は
、
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(

伺

)

回
業
舎
は
園
民
革
命
後
の
蟹
化
に
封
鷹
し
て
、
委
員
制
に
よ
る
改
組
を
模
索
し
、

徐
人
の
出
席
で
呉
勝
田
業
舎
が
組
織
さ
れ
た
。
主
席
は
丁
懐
築
が
引
績
き
な
り
、

丁
銃
室内

・
潜
侶
虞
・
陸
員
壁
掛
一
寸
六
三
名
が
簿
備
委
員
に
選
ば

(
似
〉

れ
た
。
呉
豚
回
業
舎
が
新
た
に
組
織
さ
れ
た
の
は
、
遁
租
・
駿
契
・
カ
米
の
麿
止
、
更
に
牧
租
の
徴
牧
率
・
折
債
等
の
問
題
に
つ
い
て
劉
慮
す

る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
一

九
二
七
年
も
革
命
後
も
、
抗
租
は
反
革
命
と
さ
れ
、

公
安
局
員
が
催
租
(
迫
租
〉
委
員

を
兼
ね
、
欠
租
す
る
頑
佃
は
公
安
局
に
拘
留
し
て
遁
租
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
一
九
二
六
年
以
前
の
遁
租
局
の
復
活
を
意
味

す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
二
八
年
四
月
に
回
業
舎
は
曾
議
を
行
い
、

(

何

)

(

町

四

)

請
し
、
懸
か
ら
租
差
が
涯
遣
さ
れ
た
。
田
業
舎
は
更
に
省
農
工
鹿
に
、

豚
政
府
に
各
地
の
租
差
を
涯
遣
し
て
巌
し
く
催
租
す
る
よ
う
要

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二
八
年
七
月
末
に
新
た
に
百

「
欠
租
の
佃
戸
に
行
政
官
麗
が
援
用
す
る
法
令
が
な
い
た
め
、
遂
に
業

(
巾
引
)

主
の
牧
入
に
影
響
を
興
え
て
い
る
」
と
迫
租
局
の
よ
う
な
、
行
政
機
関
に
よ
る
欠
租
の
佃
戸
へ
の
遁
租
を
請
願
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
農
工
聴

は
、
田
租
問
題
は
田
租
仲
裁
候
例
に
基
づ
い
て
慮
理
し
、
田
租
数
量
に
隻
方
字
い
な
く
、
単
に
納
入
し
な
い
も
の
は
民
事
問
題
な
の
で
、
司
法

(
m
m
〉

機
闘
が
慮
理
す
べ
き
と
の
回
答
を
興
え
て
い
る
。

「徐
永
安
桟
」
簿
加
第
一
二
加
仁
字
二
ハ
ニ
披
佃
戸
陳
世
明
の
民
園
二
ハ
年
の
欄
に

「
経
臭

豚
黛
部
農
工
一
商
運
動
委
員
舎
調
停
、
格
外
寛
譲
、
七
成
人
折
算
」
と
あ
り
、
果
豚
黛
部
農
工
一
商
運
動
委
員
舎
が
欠
租
に
射
し
て
調
停
を
行
っ
て

- 84ー

「
江
蘇
省
暫
行
田
租
糾
紛
仲
裁
候
例
」
が
制
定
さ
れ
た
の
は
一
九
二
八
年
一
月
末
で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
一
部
の
燃
で
は

(

伺

)

濁
自
に
仲
裁
篠
例
を
作
り
、
業
佃
聞
の
紛
争
の
仲
裁
を
行
っ
て
お
り
、
呉
燃
の
場
合
は
業
部
農
工
一
商
委
員
舎
が
慮
理
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。
こ
の
黛
部
等
に
よ
る
仲
裁
が
租
横
地
主
に
と
っ
て
必
ず
し
も
有
利
で
な
く
、

い
る
こ
と
が
分
か
る
。

「
業
主
牧
入
に
影
響
を
興
え
て
い
る
」

こ
と
か
ら
農
工
麗
へ

の
請
願
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九
二
八
年
は
風
雨
と
螺
議
に
よ
る
被
災
が
護
生
L
、
報
荒

・
抗
租
が
各
地
で
起
こ

ア
た
。
田
業
舎
は

一
一
月
一

O
日
に
舎
議
を
聞
き
、
開

(

川

)

倉
目
、
折
債
、
徴
牧
卒
、
力
米
の
麿
止
等
を
決
定
し
た
が
、
租
米
の
徴
牧
率
は
そ
の
前
に
郷
政
員
が
租
桟
の
桟
友
(
司
脹
)
と
共
に
現
地
調
査

(
川
)

し
た
も
の
に
基
づ
い
て
、
豚
政
府
と
田
業
代
表
が
舎
同
・
吟
味
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
牧
租
の
過
程
で
、
安
山
郷
で
は
郷
政
昆
委

員
亥
樹
風
が
、
力
米
麿
止
で
阻
規
を
失
っ
た
桟
友
が
災
荒
の
割
合
を
操
作
す
る
と
い
う
舞
弊
を
行
わ
な
い
よ
う
に
租
由
に
「
加
蓋
裁
記
」
す
る



(

川

〉

こ
と
と
、
被
災
の
ひ
ど
い
田
地
を
更
に
減
売
す
る
こ
と
を
勝
政
府
に
要
請
し
、
蘇
政
府
か
ら
白
業
舎
へ
勤
導
が
行
わ
れ
、
回
業
舎
は
再
度
合
議

〈

川

)

し
決
定
す
る
と
回
答
し
て
い
る
。
横
浬
郷
の
郷
政
委
員
散
武
功
は
各
租
桟
が
被
災
の
佃
戸
に
格
外
滅
譲
せ
ず
、
苛
酷
に
取
立
て
、
観
望
す
る
佃

戸
に
射
し
て
抗
租
を
企
ん
で
い
る
と
告
援
す
る
朕
況
を
憂
い
、
田
業
舎
に
劃
し
て
各
租
桟
に
「
被
災
の
農
佃
に
破
格
の
憐
れ
み
を
垂
れ
、
特
別

(

川

)

に
減
租
し
、
無
告
の
農
民
を
し
て
破
産
の
賦
態
に
至
ら
し
め
な
い
よ
う
轄
告
す
る
」
よ
う
に
手
紙
を
出
し
た
。

一
部
の
例
に
せ
よ
、
麻
政
府
、

郷
政
委
員
が
回
業
曾
・
租
桟
の
苛
酷
な
牧
租
に
劃
し
て
農
民
の
側
に
立
っ
て
規
制
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
追
租
の
問
題
で
も
、
彰

豚
長
は
租
桟
の
遁
租
局
を
設
け
て
「
比
佃
遁
租
」
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
に
劃
し
て
、
「
深
く
農
佃
の
困
難
を
知
り
、
迫
租
局
に
つ
い
て
は
、

決
し
て
設
置
せ
ず
」
、
代
り
に
催
租
更
を
郷
に
振
遣
し
て
も
納
め
よ
う
と
し
な
い
頑
佃
を
留
置
し
、
「
毎
日
員
を
波
遣
し
講
演
を
行
い
、
頑
佃
を

(
山
川
〉

自
ら
感
化
す
る
」
た
め
の
「
勤
佃
所
」
を
設
置
し
よ
う
と
し
た
。
呉
江
牒
で
も
同
様
な
「
佃
民
動
導
所
」
を
設
置
し
よ
う
と
し
て
、
省
か
ら
不

(

川

〉

許
可
に
な
っ
て
い
る
の
が
、

一
九
二
九
年
二
月
に
二
度
に
わ
た
っ
て
拘
留
さ
れ
た
佃
戸
が
逃
亡
す
る
事
件
が
蘇
州
で
起
こ
り
、
こ
れ
を
俸
え
た

- 85ー

る
こ
と
が
で
き
ず
、 「
果
鯨
公
安
局
の
看
守
所
は
、
欠
租
の
佃
戸
を
拘
留
し
、
全
部
で
八
百
飴
人
い
た
が、

土
地
が
狭
く
人
が
多
い
た
め
に
牧
納
す

こ
の
た
め
太
卒
巷
に
あ
る
以
前
の
工
巡
掲
局
の
跡
地
に
、
臨
時
動
導
所
を
設
立
し
、
全
て
の
拘
留
さ
れ
て
い
る
佃
戸
八
百

記
事
の
中
で
、

徐
人
を
、

一
律
に
移
し
た
。
所
内
に
工
場
を
設
け
て
、
佃
戸
に
相
嘗
の
仕
事
を
さ
せ
た
。
た
だ
拘
留
さ
れ
て
い
る
佃
戸
は
屡
々
租
米
を
欠
い
て

い
た
が
、
犯
罪
行
震
は
な
い
の
で
、
守
衛
す
る
も
の
は
僅
か
に
豚
警
察
陵
数
名
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
こ
の
「
動
佃
所
」

(

川

)

は
設
置
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
遁
租
で
も
従
来
の
よ
う
な
回
業
舎
の
要
請
に
よ
る
暴
力
的
追
租
は
行
わ
れ
な
か
ア
た
と
い
え
る
。

一
九
二
九
年
も
摂
識
に
よ
る
被
害
が
あ
り
、
租
桟
の
知
数
等
と
各
郷
長
が
調
査
し
、
責
誼
深
眠
胴
長
が
各
郷
の
郷
長
、
公
安

・
教
育
・
建
設
局

長
と
回
業
舎
代
表
、
地
方
番
紳
を
召
集
し
て
、
秋
勘
の
徴
牧
率
を
六
人
折
(
後
に
省
と
の
協
議
で
七
六
折
で
決
定
)
と
し
た
が
、
租
桟
の
租
米
も
こ

(

川

)

れ
に
合
わ
せ
て
六
八
折
を
限
度
と
し
、
こ
の
額
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
折
債
は
因
業
舎
が
禽
議
し
一
石
一

O
元
五
角
か
ら
と

(

川

)

し
、
一
一
元
を
越
え
て
は
な
ら
ず
、
限
は
従
来
の

一
限
一

O
日
を
五
日
に
短
縮
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
公
民
陸
畑
曾
等

が
、
折
債
が
昨
年
に
比
べ
て

二
元
も
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
限
が
短
縮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

741 
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迫
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ら
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す
こ
と
を
勉
(
克
〉
れ
な
い
」
と
し
て
、

(

川

)

す
よ
う
請
願
が
出
さ
れ
た
。
田
業
曾
そ
の
も
の
に
封
し
で
も
、

省
民
政
長
に
謝
し
て
豚
政
府
か
ら
田
業
舎
に
改
め
て
折
債
を
決
め
直
し
、
限
を
長
く
す
る
命
令
を
出

工
一
商
農
婦
青
五
整
理
委
員
舎
か
ら
、
田
業
舎
は
地
主
の
圏
瞳
で
、
巧
に
名
目
を

(

川

)

立
て
て
、
農
民
を
匪
迫
し
て
お
り
、
解
散
す
べ
き
で
あ
る
と
の
請
求
が
豚
黛
部
に
出
さ
れ
た
。
こ
れ
で
回
業
舎
が
解
散
さ
れ
た
り
、
活
動
に
制

限
が
加
え
ら
れ
た
形
跡
は
な
い
が
、

一
九
三

O
年
一
月
の
勝
政
府
、
蘇
黛
部
の
談
話
舎
で
、
「
豚
市
が
責
任
を
持
っ
て
田
租
の
額
を
規
定
す

(

川

)

る
」
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
る
と
、
田
業
舎
が
田
租
の
徴
牧
率
・
折
債
を
決
め
る
と
い
う
方
式
に
政
府

・
薫
部
か
ら
の
批
剣
が
か

な
り
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
遁
租
で
は
、
公
安
局
に
よ
る
欠
租
の
佃
戸
の
拘
留
は
行
わ
れ
た
が
、
租
佃
問
題
で
の
紛
糾
は
果
豚
田
租
仲
裁
舎
が

作
ら
れ
仲
裁
が
行
わ
れ
た
。
仲
裁
舎
は
第
二
舎
曾
議
で
佃
戸
に
劃
し
て
「
一
二
月
二

O
日
以
前
に
仲
裁
舎
に
来
て
(
田
租
で
の
紛
糾
等
〉
を
報

本
曾
よ
り
政
府
と
合
同
し
て
、

時
期
を
過
ぎ
て
欠
租
す
る
も
の
は

原
因
を
究
明
し
て
仲
裁
を
行
う
」
と
布
告
を
行
っ
て
い

告
す
る
こ
と
。

(

川

)
る。

「徐
、永
安
桟
」
簿
筋
第
一
二
加
養
義
二
競
佃
戸
沈
桂
泉
の
項
に
「
押
豚
、
仲
裁
、
倣
裁
案
品
川
元
」
と
い
う
仲
裁
事
例
が
あ
る
。
こ
の
納
租

- 86ー

額
は
限
外
納
入
の
他
の
佃
戸
の
よ
り
少
し
低
い
額
で
あ
る
。

一
九
三

O
年
か
ら
仲
裁
舎
が
鹿
止
さ
れ
、
遁
租
は
蘇
政
府
が
行
う
よ
う
に
な
り
、

〈

川

)

田
業
舎
が
品
十
分
出
し
た
と
い
う
。
こ
の
田
租
慮
分
所
で
拘
留
中
に
佃
戸
が
病
死
す
る
事

件
が
「
徐
永
安
桟
」
簿
加
第
一
七
加
松
一

O
一
蹴
の
一
九
三
二
年
の
項
目
に
見
ら
れ
る
。
催
甲
が
仲
立
ち
と
な
り
棺
桶
代
百
元
と
そ
れ
ま
で
の

(

川

〉

欠
租
を
棒
引
き
す
る
こ
と
で
示
談
し
て
い
る
。
田
賦
の
秋
勘
業
務
や
地
方
財
政
面
に
お
い
て
回
業
舎
に
一
定
依
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
蘇
政

府
が
追
租
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
回
業
舎
の
意
向
が
追
租
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
司
た
と
思
わ
れ
る
が
、
蘇
州
高
等
法
院
に
お
い

(

川

)

て
、
欠
租
で
拘
留
さ
れ
て
い
る
佃
戸
の
食
事
代
は
佃
戸
と
地
主
折
牟
と
の
命
令
が
出
さ
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
一
九
二
六
年
以
前
の
復
簡
で
は

田
租
慮
分
所
が
設
け
ら
れ
、
費
用
は
豚
政
府
が
牢
分
、

工
、
‘
っ
こ
O

Ldj
占
μ

ナ
J

田
租
の
徴
牧
率
や
折
債
に
劃
し
て
は
こ
れ
以
降
も
豚
政
府

・
黛
部
の
閲
輿
は
緩
い
て
い
く
。

四

園
民
革
命
後
の
租
桟
の
経
営
朕
況

前
節
で
述
。
へ
た
園
民
革
命
後
の
南
京
政
府
成
立
以
降
の
蘇
州
の
牧
租
関
係
に
お
け
る
獲
化
が
、
租
桟
の
地
主
経
営
に
如
何
な
る
影
響
を
奥
え



た
の
か
を
、
租
横
の
簿
珊
を
基
に
考
察
し
て
み
た
い
。

一
九
二

0
年
代
後
牟
か
ら
三

0
年
代
に
か
け
て
の
時
期
の
次
の
六
種
類
の
租
横
の
簿
加
が
日
本
に
お
い
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
①
園
舎
圃
書

館
「
呉
胎
経
桟
」
、
②
東
京
大
事
東
洋
文
化
研
究
所
「
徐
永
安
桟
」
、
③
東
洋
文
庫
「
費
恭
毒
機
」
、
④
同
「
沈
守
成
桟
」
、
⑤
一
橋
大
事
「
彰
味

〈川〉

初
桟
」
、
@
同
「
己
巴
租
珊
」
。
ま
ず
一
九
二
七
年
前
後
の
田
租
の
徴
牧
朕
況
を
比
較
的
長
く
記
載
し
て
い
る
②
、
③
か
ら
納
租
・
欠
租
賦
況
を

(川〉

見
て
み
た
い
。
表
一
は
「
徐
、
氷
安
桟
」
の
各
字
競
の
納
租
率
・
欠
租
卒
、
表
ニ
は
「
費
恭
蕎
桟
」
駿
競
の
納
租
率
・
欠
租
率
を
表
に
し
た
も
の

で
あ
る
。
表
一
を
見
る
と
、
字
続
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
例
え
ば
仁
字
の
よ
う
に
一
九
二
六
年
か
ら
一
九
一
一
一
一
年
ま
で
殆
ど
欠
租
が
な

い
も
の
も
あ
る
が
、

全
瞳
的
に
は
一
九
二
五
年
を
ピ

l
グ
と
し
て
、

一
九
二
七
年
の
南
京
政
権
の
成
立
以
降
納
租
率
は
低
下
傾
向
が
見
ら
れ

る。

一
九
二
六
年
の
場
合
は
園
民
革
命
の
影
響
と
い
う
よ
り
は
、
螺
惑
に
よ
る
被
災
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
特
に

一
九
二
九
年
の
議
災
、

一
九
三

一
年
の
揚
子
江
大
水
害
の
年
に
は
納
租
率
は
六
O
%
、
五
O
%
蓋
に
落
ち
て
い
る
。
そ
の
後
少
し
回
復
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
七
O
M
m
蓋
前

半
で
あ
る
。
欠
租
率
は
納
租
率
よ
り
南
京
政
権
成
立
以
前
と
以
後
の
襲
化
は
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

一
九
二
六
年
以
前
、

「徐
、氷
安
桟
」
に
は

ほ
ぼ
一
貫
し
て
増
加

一
九
二
五
年
に
は
、
五
五
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殆
ど
欠
租
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

一
九
二
七
年
以
降
次
第
に
増
加
し
、
納
租
率
と
異
な
り
豊
作
・
不
作
の
関
係
な
く
、

し
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
こ
れ
は
限
内
完
納
、
限
外
完
納
、
全
欠
、
一
部
欠
租
の
推
移
を
見
て
も
同
様
で
あ
る
。

三
件
中
、
完
納
五
四
四
件
(
限
内
三
三
六
、
限
外
二
O
八
〉
、

欠
租
九
件
(
全
欠
七
、

一
部
一
一
〉
と
完
納
が
九
八
%
以
上
を
占
め
て
い
た
が
、

一
九

七
年
に
は
、

八
四
O
件
中
、
完
納
七
四
二
件
(
限
内
六
二
三
、
限
外
一
一
九
)
八
八
・
三
%
、
欠
租
九
五
件
(
金
欠
一
九
、

一
部
七
六
)
、
全
克
三
件
と

な
り

一
九
二
九
年
に
は
、
八
四
九
件
中
、
完
納
七
三
一
件
〈
限
内
四
七
一
、
限
外
二
六
O
〉
八
六
・
一
%
、
欠
租
一
一
一
一
一
件
(
全
欠
二
五
、

一部
八

八
)
、
全
売
五
件
、

一
九
三
二
年
に
は
、

五
六
五
件
中
、

完
納
三
六
一
件
(
限
内
一
一
六
一
二
、
限
外
九
八
)
六
三
・
九
%
、
欠
租
二
O
二
件
(
全
欠
五

九

一
部
一
四
三
)
、

全
亮
二
件
と
な
り
、

完
納
者
の
割
合
が
低
下
し
、
逆
に
欠
租
者
の
割
合
が
三
分
の
一
を
越
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
個

別
の
佃
戸
に
つ
い
て
見
て
も
、
例
え
ば
養
義
字
一
競
佃
戸
箔
増
喜
の
場
合
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
一
九
二
四
年
l
一
O
月
一
九
日
、
一

一
二
O
O
文
(
限
内
完
納
〉
、
二
五
年
l
一
O
月
三
日
、
一
入
元
、
一
四
O
O
文
(
同
)
、
二
六
年
|
一
O
月
一
一
日
、
二
二
克
、
二
二
四
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四
元
、
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表ー 「徐永安桟」各競の納租率 ・欠租率

字放/年
養義 松 義 蔭

納租率欠租率 納租率欠租率 納租率欠租率 納租率欠租率

1923 

1924 79.9 0.0 

1925 80.9 0.0 90.6 0.2 91.1 1.0 90.3 0.6 
1926 74.2 0.4 82.1 3.8 82.5 3.2 83.0 1.5 
1927 65.9 6.0 76.1 7.5 79.6 4.4 76.5 4.9 
1928 63.1 4.8 71.5 4.9 74.8 4.2 69.5 8.0 
1929 58.0 6.2 63.5 7.4 67.9 3.5 64.3 6.7 
1930 67.9 10.2 76.5 6.0 79.3 6.2 76.2 7.7 
1931 49.4 21. 3 60.7 11. 7 64.0 10.9 55.8 16.6 
1932 61. 5 23.3 69.1 15.4 70.6 17.0 69.5 16.4 
1933 67.1 19.2 75.7 16.3 68.7 23.2 75.7 15.6 

害等喜策 市局 仁 全鐙

納租率 欠租率 納租率 欠租率 納租率 欠租率 納租率 欠租率

85.4 0.4 85.4 0.4 

81.1 2.5 80.5 1.3 
89.6 0.0 87.6 0.6 88.6 0.4 

9l. 9 l.7 82.0 l.6 76.5 0.4 79.9 l.6 
70.2 9.5 78.6 3.4 8l.5 0.6 76.5 4.4 
65.5 8.2 75.2 4.0 77.5 l.0 72.2 4.5 
64.7 3.7 67.5 5.0 62.5 l.4 63.8 4.4 
74.0 8.3 79.9 5.3 82.9 l.4 77.9 5.6 
54.2 13.7 64.2 10.5 50.0 0.7 55.8 11.1 

64.9 2l.0 67.5 20.4 67.4 18.8 

65.6 27.7 8l.8 9.8 73.0 18.2 

欠租は被災菟除を除いたもの

表二 「費恭寄桟」駿競各字続の納租率・欠租率

字続/年
盟 τ空Z理~ 儀 裕 全種

納租率欠租率 納租率欠租率 納租率欠租率 納租率欠租率 納租率欠租率

1922 77.4 10.8 74.9 12.4 53.6 39.8 77.8 8.5 70.6 16.6 

1927 75.0 4.2 72.9 5.0 51.9 38.4 70.9 9.8 68.5 12.8 
1928 77.3 4.7 75.2 5.6 50.4 43.3 67.8 16.8 68.7 15.9 
1929 65.6 4.1 54.0 17.6 37.5 47.6 46.9 27.1 50.9 22.4 I 

欠租は被災克除を除いたもの

。。



O
文
(
同
)
、
二
七
年
|
多
七
元
、
春
三
元
(
四
元
欠
租
〉
、
二
八
年
|
多
上
欠
(
前
年
欠
租
分
〉
四
元
(
完
納
〉
、

(
五
元
欠
租
)
、
二
九
年
|
多
上
欠
五
元
〈
完
納
〉
、
新
租
全
欠
、
三
O
年
1
多
二
年
分
二
六
元
〈
欠
四
元
〉
、
三
一
年
!
多
上
欠
四
元
(
完
納
)
、

一
ニ
元
(
八
元
欠
租
)
、
三
二
年
|
上
欠
五
元
〈
三
元
未
納
〉
、
七
元
、
三

0
0
0文
(
九
元
欠
租
)
、
三
三
年
|
上
欠
八
元
、
二
八
O
O
文
(
完
納
)
、

四
元
、

八
六
O
O
文
、

春
六
元

春
四
元
(
一
O
元
欠
租
〉
。

も
多
く
、
そ
の
場
合
こ
の
沼
増
喜
の
例
の
よ
う
に
、

勿
論
、
宇
数
程
度
の
佃
戸
は
毎
年
限
内
に
完
納
し
て
い
る
が
、
限
内
完
納
↓
限
外
完
納
↓
欠
租
と
な
っ
て
い
く
も
の

一
度
欠
租
す
る
と
次
第
に
欠
租
の
額
が
増
大
し
て
い
く
場
合
が
多
い
。

「
徐
永
安
桟
」
の
よ
う
な
明
確
な
傾
向
は
見
ら
れ
な
い

が
、
そ
れ
で
も
南
京
政
権
成
立
後
の
緩
や
か
な
が
ら
納
租
率
の
低
下
(
特
に

一
九
二
九
年
に
は
被
災
が
あ
る
に
せ
よ
五
O
%
程
度
に
落
ち
て
い
る
可
欠

表
ニ
の
「
費
恭
蕎
桟
」
の
場
合
は
、

一
九
二
二
年
に
も
か
な
り
の
欠
租
が
あ
り
、

租
率
の
上
昇
が
窺
わ
れ
る
。
①
の
「
呉
胎
経
桟
」
の
納
租
率
は
一
九
二
二
年
八
一
・
三
%
、

二
三
年
入
二
・
六
%
か
ら
、

二
七
年
七
三
・
O

%
、
二
八
年
七
二

・
三
%
と
、
約

一
O
%
程
度
低
下
し
て
い
る
。

一
年
分
の
納
入
朕
況
の
記
載
し
か
な
い
「
己
巳
租
加
」
の

一
九
二
九
年
を
見

る
と
、
納
租
率
五

一
・
五
%
、
欠
租
率
二
六
・
一
%
と
「
費
恭
欝
桟
」
と
同
様
の
悪
い
納
租
朕
況
に
な
っ
て
い
る
。

一
年
の
場
合
は
、
欠
租
率
は
三
・
二
%
と
低
い
が
、
納
租
一
年
は
水
害
の
影
響
を
受
け
て
五
七
・
九
%
に
留
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
租
桟
簿
加

の
納
租
率
・
欠
租
率
を
見
る
と
、
一
九
二

0
年
代
前
牟
に
約
七
O
%
後
牢
か
ら
入
O
M
W
蓋
の
高
水
準
を
保
っ
て
い
た
納
租
率
は
一
九
二
七
年
の

南
京
政
権
の
成
立
以
後
次
第
に
低
下
し
て
ゆ
き
、
欠
租
率
も
上
昇
し
、
特
に
一
九
三

0
年
代
に
入
る
と
揚
子
江
大
水
害
も
あ
り
、
地
主
の
租
米

徴
牧
肢
況
は
更
に
悪
化
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

「
趨
守
成
桟
」
の
一
九
三

nv 
oo 

以
上
の
よ
う
な
租
桟
簿
加
に
見
ら
れ
る
南
京
政
権
成
立
後
の
牧
租
朕
況
は
、

『
申
報
』
・
『
民
園
日
報
』
に
表
れ
る
抗
租
記
事
か
ら
も
確
認
で

き
る
。
察
樹
邦
氏
の
『
申
報
』
・
『
新
聞
報
』
か
ら
の
江
新
南
省
の
抗
租
関
係
記
事
の
統
計
か
ら
も
、
江
新
に
全
躍
に
お
い
て
一
九
二

0
年
代
末

(

川

)

に
抗
租
が
増
加
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
各
年
に
お
け
る
蘇
州
の
牧
租
朕
況
と
抗
租
等
の
記
事
を
見
て
み
た
い
。

一
九
二
七
年
は

745 

宜
輿

・
無
錫
・
江
陰
・
松
江
等
の
秋
牧
蜂
起
の
影
響
を
受
け
、
蘇
州
で
は
抗
租
暴
動
は
起
こ
っ
て
い
な
い
が
、
前
述
の
よ
う
に
東
橋

・
潜
壁
等

共
産
黛
の
ビ
ラ
等
が
見
つ
か
っ
た
所
で
欠
租
が
増
加
し
た
と
い
う
。
一
九
二
八
年
は
風
雨
と
摂
姦
で
被
災
が
あ
り
、
横
浬

・
湖
蕩
一
幣
で
農
民
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(

川

)

協
舎
を
傭
っ
て
農
民
を
集
め
て
抗
租
を
鼓
吹
し
た
陳
、永
志
等
が
公
安
局
に
逮
捕
さ
れ
た
。
翌
年
正
月
に
は
、
沼
氏
義
荘
等
三

O
徐
家
の
租
桟
が

(

山

〉

(

川

〉

吾ノ
山
・
車
坊
・
郭
巷
等
の
佃
戸
が
不
作
を
口
買
に
圏
結
抗
租
し
て
い
る
と
燃
に
訴
え
た
。
昆
山
で
は
農
民
の
大
規
模
な
克
租
の
要
請
が
起
き
、

(

川

)

呉
江
蘇
同
里
で
は
十
数
呼
が
連
合
し
て
減
租
を
求
め
る
抗
租
が
起
き
て
い
る
。
無
錫
で
も
共
産
黛
が
抗
租
を
扇
動
し
、
郷
村
に
催
租
に
赴
い
た

(

川

〉

租
差
が
共
産
業
に
遭
遇
し
て
あ
わ
や
の
所
で
逃
げ
掃
る
事
件
が
起
こ
っ
て
お
り
、
一
四
の
倉
聴
が
燃
に
佃
戸
の
「
観
望
」
に
劃
し
て
布
告
を
出

〈

山

)

し
て
暁
識
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
。
一
九
二
九
年
は
最
災
の
た
め
に
蘇
州
各
地
で
九
月
の
一
週
間
で
百
数
十
も
の
報
荒
が
あ
る
と
い
う
朕
況

(

川

)
で、

一
一
月
に
は
愈
壁
で
百
徐
人
が
紳
廟
で
集
曾
し
、
荒
熟
関
係
な
く
一
律
一
畝
四
元
の
納
入
を
決
め
、
官
が
追
租
す
れ
ば
一
致
し
て
抗
痘
す

(

川

〉

る
と
い
う
議
約
を
結
ん
だ
抗
租
が
あ
っ
た
。
表
山
で
も
連
合
し
て
一
畝
四
元
を
各
租
桟
に
要
求
し
、
受
入
れ
な
け
れ
ば
一
致
抗
担
す
る
と
議
定

(

川

)

し
た
抗
租
事
件
が
起
き
、
公
安
局
長
自
ら
説
得
に
赴
い
て
い
る
。
一
二
月
に
は
洞
庭
西
山
で
千
徐
人
の
郷
民
が
租
米
の
諮
克
を
求
め
て
巨
公
所

(

川

)

(

川

〉

を
打
壊
す
と
い
う
抗
租
暴
動
が
起
き
た
が
、
こ
の
首
謀
者
は
地
保
で
あ
っ
た
と
い
う
。
常
州
の
天
寧
寺
で
大
規
模
な
抗
租
が
あ
り
田
租
仲
裁
委

(

川

)

(

印

〉

員
舎
の
仲
裁
が
行
わ
れ
、
呉
江
燃
の
同
里
で
も
抗
租
で
逮
捕
者
が
出
て
い
る
。
一
九
三

O
年
は
近
十
年
来
な
い
と
い
わ
れ
る
豊
作
で
、
九
月
末

(

川

)

ま
で
の
報
荒
期
聞
に
一
人
の
報
荒
者
も
い
な
か
っ
た
。
新
聞
で
も
抗
租
記
事
は
な
い
。
し
か
し
、
表
一
、
表
ニ
で
見
ら
れ
る
欠
租
の
増
大
は
一

- 90ー

一
九
二
七
年
の
南
京
政
権
成
立
後
の
抗
租
風
潮
の
高
ま
り

と
、
牧
租
扶
況
の
悪
化
を
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
牧
租
欣
況
の
悪
化
と
抗
租
風
潮
の
高
ま
り
は
共
産
議
等
の
影
響
に
よ
る
部
分
は
多
少
あ
る

九
二
六
年
以
前
と
掛
照
的
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、

新
聞
史
料
に
お
い
て
も
、

に
し
ろ
、

一
九
二

0
年
代
前
牢
の
よ
う
な
強
力
な
牧
租
瞳
制
の
崩
壊
と
南
京
政
府
の
闘
輿
に
よ
る
部
分
も
大
き
か
っ
、
た
と
思
わ
れ
る
。

次
に
地
主
の
牧
支
献
況
を
考
え
て
み
た
い
。
南
京
政
権
が
成
立
し
た
一
九
二
七
年
を
挟
ん
だ
時
期
の
租
桟
の
牧
支
献
況
を
示
す
簿
加
が
「

I

臭

そ
れ
を
見
る
と
、
牧
租
し
た
租
米
は
三
つ
に
分
け
ら
れ
て
支
出
さ
れ
る
。
一
つ
は
地
丁
・
漕
糧
・
印

花
税
等
の
税
負
措
で
あ
る
。
女
に
牧
租
額
の
五
%
の
租
桟
の
手
数
料
で
あ
る
桟
費
、
遁
租
に
掛
か
る
差
費
な
ど
牧
租
費
用
で
あ
る
。
残
り
の
部

胎
経
桟
」
と
「
徐
永
安
桟
」
に
あ
る
が
、

分
が
地
主
の
取
り
分
と
な
る
。
一
九
一

0
年
代
後
牢
か
ら
一
九
二
六
年
ま
で
、
蘇
州
の
租
桟
の
仏
収
支
朕
況
は
、
清
末
か
ら
比
較
す
る
と
極
め
て

良
好
で
あ
り
、
そ
の
原
因
は
牧
租
率
の
上
昇
と
共
に
税
負
擦
の
割
合
の
減
少
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
前
述
の
如
く
閏
加
徴
の
慶
止
と
一
九
一
一
一
年



の
漕
糧
の
減
賦
と
い
う
減
税
に
よ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
主
要
な
要
因
は
租
米
折
債
と
地
丁
・
漕
糧
折
債
の
差
盆
の
増
大
に
あ
っ
た
。
こ
の
時
期

の
支
出
割
合
は
大
龍
、
税
負
捲
が
一
O
%
j
二
O
%
、
牧
租
費
用
が
一
O
%
程
度
で
、
地
主
の
取
り
分
は
七
O
%
か
ら
多
い
場
合
に
は
八
O
%

を
越
え
た
。
徴
牧
率
も
七
O
%
か
ら
八
O
数
%
と
高
水
準
で
あ
り
、
地
主
の
貫
質
取
得
は
清
末
の
一
・
五
倍
程
度
に
も
な
っ
て
い
た
。

一
九
二
八
年
か
ら
「
江
蘇
二
五
滅
租
」
の
施
行
に
よ

っ
て
、
力
米
と
い
う
司
脹
・
催
甲
の
牧
租
手
数
料
が
佃
戸
負
携
か
ら
地
主
負
携
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

南
京
政
権
成
立
後
に
以
上
の
よ
う
な
支
出
割
合
に
二
つ
の
繁
化
が
現
れ
た
。
第
一
一
は
、

「
徐
永
安
桟
」
の
場
合
一
九
二
七
年

し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
二
は
、
税
負
捨
の
割
合
の
増
大
で
あ
る
。

「
呉
胎
経
桟
」
の
場
合
は
一
九
二
八
年
に
新
た
に
支
出
項
目

「
徐
永
安
桟
」
の
脚
鋪
も
約
六
%
な
の
で
、
租
桟
の
負
権
は
一
九
二
八
年
以
降
約
六
%
増
加

「
呉
胎
経
桟
」
で
は
税
負
捨
の
割
合
は
、
一
九
二
三
、
二
四
年

以
前
か
ら
租
桟
の
支
出
に
力
米
に
嘗
る
脚
舗
が
あ
り
、
蹴
理
化
は
見
ら
れ
な
い
が
、

と
し
て
現
れ
、
租
米
の
約
六
%
を
占
め
て
い
る
。

「徐
、
氷
安
桟
」
も
同
様
で
、

一
九
二
七
年
に
は
二
七
%
と
倍
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
税
負
携
の
割
合
の
上
昇
は
、
地
丁
・
漕
糧
、
特
に

漕
糧
の
折
債
が
一
九
二
七
年
を
境
に
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
地
丁
の
折
債
は
一
九
二
二
年
約
二
・
一
二
元
、
二
三
年
ニ
・
六

元
、
二
七
年
二
・
六
元
、
二
八
年
三
・
二
元
、
漕
糧
折
債
は
、
二
二
年
五
・
一
七
五
元
、
二
三
年
五
・
二
七
五
元
、
二
七
年
一

0
・
八
一
七
五

に
は
一
O
%
徐
り
に
低
下
し
て
い
た
が
、

二
五
、
二
六
年
の
一
二
、
三
%
が
、

一
九
二
七
、
二
九
年
に
は
二
一
%
と
一

O
%
程
度
も
上
昇
し
た
。

九

- 91ー

元
、
二
八
年
一
一
・
一
二
五
元
と
漕
糧
折
債
は
倍
に
な
っ
て
い
る
。

(

川

)

五
元
、
漕
糧
一

0
・
0
二
五
元
、
三
O
年
は
地
丁
下
仁
三
・
一
九
二
二
五
元
(
上
忙
は
三
・
九
二
二
五
元
、
合
計
七
・
一
一
四
七
五
元
〉
、

(

川

)

二
・
一
一
五
元
と
な
っ
て
い
る
。
租
米
の
折
債
は
、

一
九
二
九
年
の
折
債
は
新
聞
史
料
に
よ
る
と
地
丁
下
仁
五
・
O
一
九漕

糧

一
九
二
二
年
六
・
六
元
、
二
三
年
七
元
、
二
七
年
八
・
一
ニ
元
、
二
八
年
八
・
四
元
、
二
九

年
一

0
・
一
二
元
、
三
O
年
八
・
七
元
程
度
で
あ
る
の
で
、
一
九
二

0
年
代
前
牢
の
二
二
年
、
二
三
年
に
は
租
米
折
債
が
漕
糧
折
債
よ
り
高
か
っ

た
も
の
が
、
一
九
二
七
年
以
降
は
二
九
年
が
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
を
除
い
て
逆
に
漕
糧
折
債
の
方
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
租
桟
地
主
の

税
負
捲
の
増
大
を
も
た
ら
し
た
の
で
あ
る
。

747 

直
隷
涯
・
張
宗
昌
の
奉
系
・
孫
惇
芳
と
績
く
軍
閥
時
代
、
息
借
・
預
徴
等
田
賦
か
ら
の
牧
奪
が
行
わ
れ
た
が
、
租
桟
簿
加
や
新
聞
史
料
か
ら
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見
ら
れ
る
よ
う
に
、
蘇
州
の
田
賦
負
携
は
南
京
政
権
成
立
を
境
に
し
て
遥
か
に
重
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
二
八
年
か
ら
田
賦
は
地
方
税
に

移
管
さ
れ
、
地
方
の
種
々
の
行
政

・
事
業
費
を
田
賦
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
九
三

O
年
の
蘇
州
の
潜
糧
は
、
正
税
三
元
、

省
税
一
元
、
豚
税
二
元
、
徴
牧
費

0
・
二
二
五
元
、
加
徴
漕
折
(
一
九
二
七
年
か
ら
折
償
加
徴
)
二
元
、
地
方
補
助
費
一
元
、
鯨
公
安
費

0
・
七

元
、
保
衛
圏
費

0
・
五
元
、
教
育
畝
掲
一
・
一
ニ
元
、
農
業
改
良
畝
損

0
・
二
四
元
、
地
方
補
助
畝
摘
一
・
一
五
元
で
、
地
丁
下
忙
に
も
渡
浴
費

(

川

)

建
築
道
路
畝
摘
が
附
加
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
地
方
財
政
の
田
賦
依
存
の
朕
況
が
、

〈
呉
治
河
の
淡
泊
費
〉
、

公
安
費
、

「
江
蘇
二
五
減
租
」

が
骨
抜
き
に
な
っ
た
こ
と
に
分
か
る
よ
う
に
、
地
方
政
府
を
し
て
次
第
に
納
税
者
と
し
て
の
租
桟
郷
紳
・
田
業
舎
の
利
害
を
考
慮
せ
ざ
る
を
得

な
く
さ
せ
る
側
面
は
否
定
で
き
な
い
が
、
軍
閥
時
代
と
は
異
な
る
面
を
も
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
軍
閥
時
代
米
債
の
上
昇
に
も
拘
ら
ず
一

石川
H

五
元
と
固
定
さ
れ
た
こ
と
で
分
か
る
よ
う
に
、
牧
奪
は
一
定
程
度
租
横
の
地
主
を
封
象
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
、
南
京
政
権
の
場
合
、

教
育
・
治
安
・
農
業
・
道
路
等
の
地
方
近
代
化
の
た
め
の
建
設
を
行
う
が
、

そ
の
財
源
と
し
て
究
極
的
に
は
自
耕
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農
・
佃
戸
に
轄
嫁
さ
れ
る
と
し
て
も
、
と
り
あ
え
ず
租
桟
の
地
主
の
負
携
に
求
め
た
。
そ
の
意
味
で
一
九
二

0
年
代
末
の
南
京
圏
民
政
府
下
の

地
方
政
府
は
、
租
桟
地
主
の
利
害
が
反
映
し
に
く
い
政
様
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
衣
に
、
「
糧
は
租
よ
り
出
づ
」
、
「
抗
租
は
反
革
命
」
と
田

賦
徴
牧
の
た
め
に
積
極
的
に
租
佃
闘
係
に
政
府
が
闘
興
し
て
い
く
が
、
そ
こ
に
は
前
述
の
如
く
地
主
の
横
暴
を
押
さ
え
、
農
民
を
救
済
・
魔
醒

さ
せ
、
租
佃
関
係
を
安
定
さ
せ
よ
う
と
す
る
地
方
政
府
・
業
部
の
意
向
が
明
確
に
讃
み
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

五

お

わ

り

一
九
二
七
年
春
の
園
民
革
命
の
成
果
と
し
て
の
南
京
園
民
政
府
の
成
立
は
、
太
卒
天
国
の
支
配
、
辛
亥
革
命
に
衣
ぐ
、
蘇
州
の
租
佃
闘
係
に

お
け
る
第
三
回
目
の
轄
機
と
な

っ
た
。
辛
亥
革
命
を
契
機
に
田
業
舎
と
い
う
租
桟
地
主
の
同
業
組
合
が
賞
質
的
に
機
能
し
、
次
第
に
強
化
さ

れ
、
田
賦
徴
放
を
通
じ
て
地
方
政
府
に
影
響
を
興
え
、
官
・
地
主
一
瞳
と
な
ア
た
強
力
な
欣
租
瞳
制
を
作
り
あ
げ
、
田
賦
の
貫
質
的
減
税
を
逼

じ
て
一
九
一

0
年
代
末
か
ら
二

0
年
代
前
牢
に
か
け
て
、
蘇
州
の
租
桟
地
主
の
経
営
は
安
定
し
た
獄
況
に
な
っ
た
。



一
九
二
七
年
の
園
民
革
命
の
結
果
と
し
て
の
南
京
園
民
政
府
の
成
立
は
、
そ
の
遁
程
で
大
き
な
混
凱
が
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
蘇
州
の
租
模
地

主
の
支
配
に
大
き
な
饗
化
を
も
た
ら
し
た
。
地
方
政
府
・
業
部
は
清
黛
・
改
組
の
中
で
「
革
命
」
性
が
失
わ
れ
、
租
桟
地
主
と
妥
協
し
て
い
く

側
面
は
存
在
す
る
が
、
一
貫
し
て
租
佃
関
係
へ
積
極
的
に
閲
興
す
る
志
向
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
闘
興
の
ス
タ
ン
ス
は
、
特
に
一
九
二

0
年
代
末

に
お
い
て
は
、
軍
閥
政
権
時
代
の
よ
う
な
租
桟
地
主
の
意
向
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
地
主
・
佃
戸
か
ら
距
離
を
お
い
た
と
い
う
よ
り

む
し
ろ
土
豪
劣
紳
、
地
主
に
虐
げ
ら
れ
た
農
民
の
数
済
・
魔
醒
と
い
う
も
の
か
ら
で
あ
っ
た
。
税
負
携
に
お
い
て
も
、
近
代
化
の
た
め
の
建
設

費
を
田
賦
か
ら
、
と
り
あ
え
ず
は
地
主
負
擦
に
求
め
て
い
た
。
こ
の
結
果
、
官
・
地
主
一
睡
の
強
力
な
牧
租
瞳
制
が
崩
れ
、
共
産
業
等
の
影
響

も
あ
り
抗
租
風
潮
が
一
九
二
七
年
以
降
高
ま
り
、
政
租
拭
況
は
悪
化
し
た
。
支
出
に
お
い
て
も
力
米
と
い
う
催
甲
・
司
脹
の
牧
租
手
数
料
が
佃

戸
負
捲
か
ら
地
主
負
措
と
な
り
、
地
方
の
治
安
・
建
設
の
た
め
に
税
負
鎗
も
大
幅
に
増
大
し
、
地
主
経
替
は
次
第
に
悪
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
=
=
年
の
長
江
大
水
害
以
降
は
農
業
恐
慌
の
下
で
農
村
危
機
が
叫
ば
れ
、

替
は
一
一
層
の
悪
化
に
陥
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
課
題
と
し
た
い
。

さ
ら
に
一
九
三
七
年
末
か
ら
日
本
軍
の
占
領
と
績
き
、
地
主
経
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本
小
論
で
残
さ
れ
た
課
題
は
多
い
が
、
最
大
の
も
の
は
資
料
的
限
界
も
あ
り
、
蘇
州
郷
紳
と
軍
閥
時
代
に
せ
よ
、
南
京
園
民
政
府
時
代
に
せ

よ
、
地
方
政
府
・
黛
部
と
の
関
係
が
具
瞳
的
に
明
ら
か
に
で
き
な
か
ア
た
こ
と
で
あ
る
。
蘇
州
の
田
業
舎
が
城
内
と
市
郷
に
分
か
れ
た
こ
と
で

も
分
か
る
よ
う
に
、
蘇
州
の
郷
紳
内
に
黛
涯
・
涯
閥
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の
様
な
も
の
で
あ
り
、
相
互
協
力
・
劃
立
を
お
こ
な
っ
た
の

か
。
地
方
政
府
・
地
方
黛
部
が
如
何
な
る
人
々
で
構
成
さ
れ
、
如
何
な
る
政
策
を
行
っ
て
お
り
、
彼
ら
が
蘇
州
の
郷
紳
と
具
瞳
的
に
ど
の
よ
う

な
関
係
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
、
個
人
レ
ベ
ル
ま
で
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

註
〈

1
〉
例
え
ば
宗
族
結
合
と
「
械
閥
的
構
造
」
の
中
で
海
陸
盟
の
農
民
運
動

を
位
置
附
け
た
蒲
豊
彦
氏
の
「
地
域
史
の
な
か
の
庚
東
農
民
運
動
」

『
中
園
園
民
革
命
の
研
究
』
一
九
九
二
年
、
紅
槍
舎
、
江
北
の
暴
動
の

貧
詮
研
究
に
お
い
て
、
。
俸
統
。
的
農
村
社
舎
の
ク
俸
統
。
的
結
祉
の

暴
動
と
。
近
代
的
草
命
運
動
ク

・
軍
関
等
の
係
わ
り
を
追
及
し
た
三
谷

孝
氏
の
「
南
京
政
権
と
『
迷
信
打
破
運
動
』
ハ
一
九
二
八
|
一
九
二

749 
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九
)
」
『
歴
史
祭
研
究
』
四
五
五
鋭
、
一

九
七
八
年
、
「
紅
槍
舎
と
郷
村

結
合
」
『
祉
曾
的
結
合
(
シ
リ
ー
ズ
世
界
史
へ
の
聞
い
四
)
』
岩
波
書

広
、
一
九
八
九
年
等
の
研
究
。

(

2

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
弁
納
才

一
「
農
業
史
」
『
日
本
の
中
華
民
園
史

研
究
』
汲
古
書
院
、

一
九
九
五
年
、
参
照
。

(
3
〉
拙
稿
「
辛
亥
革
命
と
蘇
州
郷
村
L

『
史
朋
』
二
八
鋭
、
一
九
九
六

年。

(

4

)

「臭
門
新
語
録
」

『
申
報
』

一
九

一二
年
八
月
一一
六
日
。

(

5

)

「
奥
江
田
業
曾
請
弛
米
禁
之
公
函
L

(

上
海
)
同

一
九
一

四
年
一一一
月

二
八
日
(
以
下
『
申
報
』

・
『
民
図
日
報
』
の
地
方
通
信
、
各
地
新
聞
、

本
埠
新
聞
等
は
煩
雑
を
避
け
る
た
め
に
地
方
名
の
み
を
翠
げ
る
こ
と
に

す
る
。
地
方
通
信

・
蘇
州
↓
蘇
州
、
本
埠
新
聞
↓
上
海
)
。
張
租
蔭
述

「震
津
之
農
民
」

『
新
青
年
』
四
|
三
、
一
九
一
八
年
。

(
6
〉
喬
啓
明
『
江
蘇
由
民
山
南
通
安
徽
宿
綜
農
佃
制
度
之
比
較
以
及
改
良
炭

佃
問
題
之
建
議
』
(
金
陵
大
翠
農
林
科
農
林
叢
刊
、
四
九
挽
)
、

一
九

二
九
年
(
初
版
は
一
九
二
六
年
〉
、
五
一
頁
。

(
7
〉
「
納
税
人
公
曾
秋
季
曾
議
」
(
常
熟
〉
『
申
報
』
一
九
二
六
年

一
O

月

一
四
日
。

舎
長
の
丁
租
蔭
は
常
熟
城
内
出
身
で
、
字
芝
孫
、
清
の
厚

生
。
辛
亥
革
命
後
常
熟
民
政
長
、
民
園
二
年
に
は
奥
江
蘇
知
事
と
な

り
、
そ
の
後
病
気
で
故
郷
に
還
り
、
常
熟
の
郷
紳
と
し
て
活
動
。
蔵
書

家
と
し
て
も
有
名
で
あ
る
〈
常
熟
市
地
方
志
編
纂
委
員
曾

『
常
熟
市

志
』
人
民
出
版
社
、
一
九
九

O
年
、
一

O
九
三
頁)。

(
8
〉
「
忙
袖
恒
常
徽
中
之
人
民
請
願
聾
」

(
江
陰
)
同
一
九
二
六
年
六
月
二

一
日
。
『
沙
州
豚
志
』
(
張
家
港
市
地
方
志
編
纂
委
員
舎
編
、
江
蘇
人

民
出
版
社
、

一
九
九
二
年
〉
人
物
志
、
孫
遜
郡
停

(八
八

O
頁
)
に
よ

る
と
、
江
陰
の
田
業
公
舎
は
一
九
二
四
年
冬
に
章
崇
治

・
陳
名
慎
等
江

陰
の
紳
士
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
と
あ
る
。

(

9

)

「
回
業
大
曾
紀
略
」
(
崇
明
)
同
一
九
二
五
年
九
月
二
八
日
。

(
ω
)

「
電
告
借
漕
曾
議
之
不
成
」
(
太
倉
)
同
一
九
二
二
年
五
月
一

一一一

日
H

。

(
江
)
「
饗
備
組
織
田
業
公
舎
」
(
無
錫
)
同
一
九
二
五
年
一
二
月
一
七

門口。

(
ロ
)
「
華
亭
取
消
回
業
佃
戸
雨
舎
」
、

「
松
江
業
佃
争
持
之
情
形
」
同

一

九一

二
年

一一

一月一
一
一
日
、
一

二
月
七
日。

(
日
)
外
務
省
情
報
部
編
『
現
代
支
那
人
名
鑑
』
大
正
一

一一
一
年
、
八
六
七

頁。

(

U
H

)

曹
允
源
等
『
呉
豚
士
山
』
民
図
一
一
一
一
年
刊
、
巻
三

一
公
署
。
蘇
州
枇
曾

調
査
鹿
編
『
呉
豚
域
医
附
刊
』
一
九
一一
一
一
年
刊
、
義
荘
。
蘇
州
市
楢
案

館
所
臓
の
奥
豚
因
業
銀
行
関
係
楢
案

一
九
「
董
事
禽
曾
議
録
部
等
文

件
」
の
中
に
一
六
枚
の
事
務
員

・
練
習
生
の
身
元
保
鐙
書
が
あ
る
が
、

そ
の
中
に
民
園
一
一
年
八
月
附
け
で
丁
春
之
が
銭
孟
養
と
い
う
人
物
を

事
務
員
と
し
て
保
護
し
て
い
る
が
、
丁
春
之
の
住
所
は
大
儒
巷
で
、
職

業
は

「業
回
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
楊
家
路
編
『
民
園
名
人
問
鑑
』

第

一
崩

(
一
九
二
七
年
刊
)
で
は

「蘇
州
電
気
廠
股
傍
有
限
公
司
経

理
」
と
あ
り
、
質
業
家
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

(
お
)

E
同
り

2
5
5
ω
o
onro君
"J
円

ub

S
内定

h
g
g苦
凡門
戸
、
。
言
語
A
N
N

・
〈
o--Y

E
N寸
-
Y
宅
・
宮
・
拙
稿
「
辛
亥
革
命
と
蘇
州
郷
村」

前
掲
、

一二

頁。

(
日
)
蘇
州
の
団
地
は
東
洋
文
庫
所
臓
の

「
呉
豚
全
境
魚
鱗
崩
」
の
宣
統
二

年
の
附
記
に
見
ら
れ
る
よ
う
公
的
に
管
業
と
自
業
に
分
け
ら
れ
庭
理
さ

- 94-
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れ
、
一
九
二

0
年
代
後
半
で
大
鐘
管
業
七
、
自
業
三
の
割
合
で
あ
っ
た

と
い
う
(
「
関
緋
験
契
之
請
示
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
二
八
年
三
月

一
O
日
)
。
一
九
四
九
年
の
木
演
匡
の
四
郷
、
約
九
二

O
O
畝
の
調
査

で
は
、
管
業
団
が
九
一
川
切
で
あ
っ
た
(
呉
豚
地
方
志
編
纂
委
員
曾
編

『
呉
豚
士
山
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
年
、
二
六
七
頁
、
以
下
新

編
『
呉
勝
志
』
)
。
一
九
二
九
年
の
秋
勘
に
お
い
て
自
業
の
「
刻
荒
徴

熟
」
に
つ
い
て
別
に
各
医
長
を
集
め
て
討
議
し
て
い
る
こ
と
か
ら
(
「
私

勘
大
舎
議
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
二
九
年
一
一
月
二

O
日
〉
、
管
業

は
因
業
舎
の
租
桟
地
主
、
自
業
は
郷
董
等
が
回
賦
徴
牧
率
等
を
庭
理
し

た
と
恩
わ
れ
る
。
こ
の
時
田
地
の
大
多
数
を
所
有
し
、
司
賑
・
催
甲
の

管
理
機
構
を
持
ち
、
か
つ
大
き
な
政
治
力
を
有
す
る
回
業
舎
の
租
桟
地

主
の
意
見
が
呉
豚
の
納
税
者
の
「
輿
論
」
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(
ロ
)
「
豚
署
令
勧
借
漕
」
『
申
報
』
(
蘇
州
)
一
九
二
二
年
五
月
一
一
一
目
。

翌
一
九
二
三
年
の
借
潜
で
も

「奥
豚
知
事
公
署
遜
奉
省
令
息
借
冬
潜

一

案
、
本
定
七
月
十
五
日
篤
解
交
中
交
二
銀
行
索
解
之
期
。
現
在
期
限
己

過
、
各
富
戸
均
有
借
款
昼
至
之
勢
、
府
略
者
答
申
官
。
錐
有
某
某
之
富
戸
慨

然
允
諾
、
然
篤
数
不
多
、
無
済
於
事
。
其
他
租
桟
業
主
、
叉
嫌
利
息
太

軽
、
設
詞
謝
御
。
葱
雄
田
業
公
舎
及
際
署
征
糧
員
朱
君
積
極
遂
行
、
第

不
知
延
至
何
時
」
(
「
借
漕
態
者
申
告
審
」
(
蘇
州
)
同
一
九
一
一
一
一
一
年
七
月

二
一
日
)
と
因
業
公
禽
が
募
集
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

(
四
)
「
蘇
人
反
封
預
借
忙
漕
」
、
「
因
業
曾
之
封
付
借
漕
」
、
「
四
圏
鎧
反

制
到
借
漕
電
」
、
「
借
潜
案
己
努
逼
解
決
」
〈
い
ず
れ
も
蘇
州
〉
同
一
九
二

六
年

一
月
五
日
、
一
月
八
日
、

一
月
一
一
目
、
一
月
一
一
一
一
一
日
な
ど
。

(
川
口
〉
「
奥
田
脈
十
一
年
度
預
算
案
」
、

「回
業
曾
理
事
舎
議
紀
」
、
「
十
一

年

度
預
算
案
成
立
」
(
い
ず
れ
も
蘇
州
)
同
一
九
一
一
一
一
年
九
月
一

O
目、

九
月
一
七
日
、
一

O
月
一
一
目
。

(
初
)
「
呉
綜
財
政
委
員
曾
成
立
紀
」
、
「
呉
蘇
財
政
委
員
曾
名
翠
」
(
共
に

蘇
州
〉
同
一
九
二
四
年
三
月
二
回
目
、
五
月
六
日
。

(
幻
〉
尤
建
霞
「
刊
紙
州
的
地
主
輿
農
民
」
『
蘇
州
文
史
資
料
選
輯
』
第
五
輯

(
第
一
輯
か
ら
五
輯
ま
で
の
合
本
、
原
本
は
文
革
前
で
年
代
不
詳
〉
一

九
九

O
年
、
三
五
三
頁
。

(
幻
)
「
定
期
議
鮮
卒
耀
」
、
「
討
論
補
救
農
回
議
災
」
(
共
に
蘇
州
〉
『
申

報』

一
九
二
一
年
一

O
月
二
日
、

一
九
二
六
年
一

O
月
二
六
日
。

(
お
〉
「
簿
設
四
郷
田
業
分
曾
」
〈
蘇
州
〉
同

一
九
一
一
一
年
一
一
月
一
一
一
一

口い戸。

(
担
)
「
市
郷
田
業
禽
成
立
」
、
「
市
郷
田
業
曾
成
立
」
(
共
に
蘇
州
〉
同
一

九
二
二
年
三
月
二
一
一
一
目
、
四
月
二
一
日
。
巌
良
燦
(
一
八
七
四
年
J
一

九
四
二
年
)
は
木
演
銀
人
で
醤
行
、
糧
油
醤
居
、
中
繋
庖
、
精
米
場
を

経
営
す
る
貸
業
家
で
、
彼
の
経
営
す
る
庖
の
修
業
額
は
木
演
鎮
の
牢
ば

に
も
な
っ
た
と
い
う
。
呉
豚
第
二
匿
の
匿
董
に
な
り
、
設
電
所
、
消
防

車
の
設
置
、
中
撃
の
創
設
な
ど
の
社
舎
事
業
に
も
積
極
的
に
係
わ
っ
た

と
い
う
(
新
編
『
呉
勝
士
山
』
前
掲
、
一
一
四
一
二
、BEEt
一
一
四
四
頁
〉
。

(
お
)
「
蘇
州
租
務
一
タ
話
」
同
一
九
一
一
一
年
一
月
二
五
目
。

(
お
〉
「
市
郷
田
業
舎
組
織
成
立
」
(
蘇
州
〉
『
民
園
日
報
』
一
九
一
一
一
一
年

三
月
二
四
日
。

ハ
幻
)
「
劣
董
袋
動
郷
民
把
持
田
租
紀
要
」
(
雑
記
〉
同
宣
統
元
年
十
月
十

一
一
日
(陰
暦
〉
。

(
お
〉
「
鳴
呼
是
誰
之
過
欺
」

(
雑
記
)
同
宣
統
元
年
十
月
二
十
九
日

〈陰

暦)。

(

m

m

)

陶
維
塩
等
『
相
城
小
士
山
』

F
「
u
n
w
u
 

(
民
園
一
九
年
刊
)
径
四
人
物
、
巻
五
自
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治
選
容
。

(
ぬ
)
同
前
、
各
四
人
物
。

(
引
札
)
拙
稿

「永
田
田
徐
氏
補
論
」

年。

〈
位
)
中
関
銀
行
総
管
理
庭
経
済
研
究
室
『
全
園
銀
行
年
鑑
』
民
園
二
五
年

版、

一
九
三
六
年
。

な
お
こ
こ
で
は
設
立
年
を
民
園
一

O
年
と
し
て
い

る
が
、
『
申
報
』
の
記
事
か
ら
民
圏
一
一
年
〈

一
九
二
二
年
)
で
あ

る
。
民
園
二
六
年
版
で
は
民
園
一

一
年
と
正
確
な
年
代
に
な
っ
て
い

る
。
尤
建
筆
「
蘇
州
的
地
主
輿
農
民
」
前
婦
に
は
、
「
刊
紙
州
に
は
田
業

銀
行
が
あ
り
、
地
主
の
丁
春
芝
等
が
組
織
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
般
の

銀
行
業
務
の
外
に
、
田
租
の
状
況
を
熟
知
し
て
い
る
た
め
に
、
租
田
の

抵
押
を
受
け
附
け
る
こ
と
が
、
一
般
の
銀
行
と
濯
っ
て
い
る
。
ま
た
租

機
と
同
様
に
牧
租
の
委
託
を
受
け
る
こ
と
も
そ
の
特
徴
で
あ
る
」
と
あ

る
。
資
本
金
や
設
置
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
常
熟
に
も
分
行
が
あ
っ

た
と
い
う
が
(
『
常
熟
市
士
山
』
前
掲
、
五
二
九
J
五
三

O
頁
)
、
『
蘇
州

市
志
』
(
蘇
州
市
地
方
志
編
纂
委
員
舎
編
、
江
蘇
人
民
出
版
社
、
一
九

九
五
年
〉

E
及
び
蘇
州
市
檎
案
館
所
蔵
の
職
員
録
に
は
、
戦
後
の
一
九

四
六
年
に
無
錫
に
分
行
を
設
置
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
が
、
常
熱
の

分
行
の
記
載
は
な
い
。
本
行
は
観
前
街
二

O
八
鋭
に
あ
り
、
閤
門
に
事

務
所
が
あ
っ
た
。

(
お
)
「
回
業
銀
行
関
創
立
禽
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』

一
九
二
二
年
八
月
五

目
。
尤
先
甲
は
尤
願
詩
桟
、
溶
租
謙
は
溶
聴
訓
桟
を
経
営
し
、
張
合
融
市
、

王
居
眠時
機
と
と
も
に
。
四
大
船
。
と
呼
ば
れ
た
大
租
桟
の
郷
紳
で
も

あ
っ
た
(
高
等
庵
「
刊
紙
州
地
主
針
農
民
的
最
後

一
衣
欺
騎
」
『
蘇
州
文

史
資
料
』
第
五
緯
前
掲
、
三
五
七
頁
〉
。
潜
租
謙
は
字
済
之
で
、
蘇
州

『
近
き
に
在
り
て
』
二
六
鋭
、

一
九
九
四

の
名
族
溶
氏
の

一
員
で
、
乾
隆
五
八
年
の
吠
元
で
、
軍
機
大
臣
、
武
英

殿
大
患
士
と
な
り
道
光
朝
の
極
機
に
係
わ
っ
た
潜
世
恩
の
孫
、
官
同
桂
芥

等
と
太
卒
天
国
銀
座
・
善
後
庭
理
に
奔
走
し
た
潜
曾
津
の
長
子
で
あ

る
。
溶
租
蔭
・
潜
租
同
は
従
兄
に
嘗
る
。
躍
的
末
か
ら
民
園
時
期
に
尤
先

甲
等
と
蘇
州
の
郷
紳
と
し
て
活
躍
し
た
。
回
業
銀
行
、
田
業
舎
で
総
理

や
董
事
と
な
る
溶
利
穀
(
子
義
)
、
潜
志
清
(
子
起
)
は
、
彼
の
俊
子
の

五
子
、
六
子
で
あ
る
(
『
大
阜
潜
氏
支
譜
』
光
緒
三
四
年
刊
、
各
六
〉
。

(
鈍
)
沈
嘉
祭
主
編
『
江
蘇
史
綱
(
近
代
巻
〉
』
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九

九
三
年
、
四

O
七
頁
。

(
お
〉
「
郷
民
群
集
報
荒
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』

一
九
一
九
年
七
月
一
八

口
μ

。

(
お
)
「
郷
民
完
租
之
観
望
」
(
蘇
州
)
同
一
九
一
九
年
一
二
月
七
日
。

(
幻
〉
「
抗
租
案
須
分
別
緋
理
」

(
南
京
)
同

一
九
二

O
年
一
月
一
九
日
。

(
お
)
「
郷
民
掲
致
警
所
」
、
「
東
橋
郷
民
間
荒
情
形
」
、
「
集
議
封
付
閑
荒

事
」
、
「
間
荒
風
潮
不
息
」
、

「
関
荒
案
愈
演
愈
劇
」
、
「
紹
獲
問
荒
案

犯
」
(
い
ず
れ
も
蘇
州
)
同
一
九
二

O
年

一
一
月
九
日
、
一
一
月
二

日
、
一
一
月
二

O
目
、
一
一
月
一
一
一
一
目
、
一
一
月
二
四
目
、
一
一
月
二

五
日
。

(
m
m
〉
「
回
業
舎
議
決
滅
租
」
(
蘇
州
)
同
一
九
一
一
一
年
一
一
月
一
七
日
。

(

ω

)

「
郷
民
間
荒
風
潮
」
(昆
山
)
、
「
南
京
快
信
」
同
一
九
一
二
年
二
一

月
三
一
目
、
一
九
二
三
年
一
月
一
一
目
。

(

H

U

)

「城
紳
魚
肉
郷
民
」
(
蘇
州
)
同
一
九
二
五
年
三
月
八
日
。

(
必
)

「拘
獲
佃
戸
拾
劫
催
甲
案
犯
」

(
蘇
州
)
同

一
九
二
五
年
三
月
二
四

ロハ目。

(
川
町
)
「
郷
農
衆
衆
抗
租
風
潮
」
、

- 96ー

「
抗
租
風
潮
和
卒
解
決
」
〈
共
に
蘇
州
)
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同
一
九
二
五
年
一
一
月
二
二
目
、
一
一
月
二
四
目
。

(
必
〉
「
五
犀
抗
租
之
現
状
」
(
松
江
)
向
一
九
二
五
年
一
一
一
月
一
一
一
目
。

(
必
〉
「
蓬
閣
郷
民
衆
衆
抗
租
」
、
「
豪
衆
抗
租
風
潮
愈
形
撲
大
」
(
共
に

昆
山
〉
同
一
九
二
六
年
二
月
四
目
、
二
月
六
日
。

(
必
)
拙
稿
「
中
園
近
代
江
南
の
催
甲
に
つ
い
て
」
『
史
流
』
二
九
鋭
、
一

九
八
八
年
。
興
恩
栽
「
無
悪
不
作
的
多
催
甲
乙
『
蘇
州
文
史
資
料
遷

輯
』
第
五
輯
、
前
掲
、
三
六
三
頁
。

(
U
〉
「
呉
豚
公
署
之
女
看
守
所
、
前
設
在
附
近
之
乗
馬
竣
巷
中
、
自
司
法

劃
分
後
、
一
該
所
巴
等
駿
置
。
該
屋
本
係
官
産
、
近
忽
有
人
向
官
産
事
務

所
撃
請
織
債
京
領
、
事
居
同
臭
懸
因
業
曾
所
問
、
以
該
所
最
初
原
篤
拘
留

佃
戸
而
設
、
将
来
如
遇
抗
租
頑
佃
擁
携
時
、
の
須
用
以
拘
留
、
奥
他
項

無
用
宮
産
不
問
、
因
特
具
函
到
耐
称
、
請
濠
縛
呈
南
京
官
産
総
慮
、
永
遠

由
蘇
保
留
、
以
公
済
公
。
鯨
署
准
函
後
、
昨
(
七
日
)
鎮
情
上
達
、
請

求
綾
准
失
」
〈
「
因
業
舎
請
留
看
守
所
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
二

六
年
二
月
八
日
〉
と
将
来
欠
租
の
佃
戸
の
枚
容
所
と
し
て
使
用
す
る
か

も
し
れ
な
い
官
産
の
保
留
を
燃
に
申
請
し
て
そ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
、
欠
租
の
佃
戸
へ
の
「
官
牌
」
に
よ
る
強
制
執
行
(
拙
稿

「
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
牧
綴
『
徐
永
安
桟
』
関
係
簿
加
に
つ

い

て
つ
己
」
『
北
海
道
教
育
大
皐
紀
要
(
第
一
部
B
〉
』
三
八
巻
二
鋭
、

一
九
八
六
年
、
一
二
頁
)
を
見
る
と
租
桟
地
主
と
豚
政
府
と
の
密
接
な

関
係
が
窺
わ
れ
る
。

(
必
〉
「
救
済
験
地
之
農
民
」
(
蘇
州
〉
『
民
園
日
報
』
一
九
二
七
年
六
月

五
日
。

(
品
目
〉
「
黛
軍
大
除
昨
到
蘇
州
」
『
申
報
』
一
九
二
七
年
三
月
一
一
一
一
日
。

(
印
)
甘
蘭
経
「
張
一
摩
事
跡
略
述
」
『
蘇
州
文
史
資
料
選
輯
』
九
輯
、

九
八
二
年
、
一
五

O
頁。

(
日
)
「
蘇
各
機
関
獲
遷
記
」

三
O
目。

(
臼
〉
漏
世
徳
(
字
心
支
)
は
宣
統
元
年
法
科
奉
人
で
、
第
三
期
の
奥
鯨
選

出
の
省
議
員
。
陸
鴻
儀
(
一
八
八

O
l
一
九
五
二
、
{
子
様
威
)
は
光
緒

二
九
年
進
士
、
翰
林
院
編
修
、
一
九

O
六
年
に
日
本
に
留
皐
し
て
い

る
。
注
園
庫
は
こ
の
後
奥
豚
救
済
院
院
長
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
臨
時

行
政
委
員
舎
を
組
織
す
る
時
に
巌
重
が
張
一
磨
宅
を
訪
問
し
相
談
し
た

と
い
う
(
毛
宿
禰
「
記
蘇
垣
愛
園
番
紳
張
仲
仁
先
生
〈
下
〉
」
『
蘇
州

文
史
資
料
選
輯
』
第
二
韓
、
八
三
頁
)
。

(
臼
)
「
連
日
民
衆
大
運
動
曾
」
(
松
江
)
『
民
園
日
報
』
同
一
九
二
七
年

三
月
三

O
目
。
「
黛
蛾
下
之
松
江
」
『
申
報
』
一
九
二
七
年
一
一
一
月
二
七

日
H

。

(
臼
)
「
松
江
市
民
大
曾
紀
」
同
一
九
二
七
年
四
月
三
日
、
「
豚
黛
部
要
訊

一
束
」
(
松
江
)
『
民
園
日
報
』
一
九
二
七
年
四
月
八
日
。

(
日
山
〉
「
請
求
懲
燐
劣
紳
」
(
無
錫
〉
同
一
九
二
七
年
四
月
五
日
。

(
田
山
)
「
懲
戒
郷
董
之
激
進
」
、
「
組
織
人
民
裁
判
委
員
曾
之
箸
備
」
、
「
豚

政
府
之
政
務
曾
議
」
(
共
に
無
錫
)
『
申
報
』
一
九
二
七
年
四
月
三

目
、
四
月
六
日
、
三
月
三

O
日。

(
幻
)
「
間
匿
成
立
農
協
曾
」
、
「
農
民
協
曾
之
組
織
」
ハ
共
に
蘇
州
)
『
民

園
日
報
』

一
九
二
七
年
四
月
八
日
、
四
月
一
四
日
。

(
弱
〉
「
解
散
農
舎
黛
部
」
〈
江
陰
〉
『
申
報
』
一
九
二
七
年
四
月
一
一
一
一
一

口
μ

。

(
印
)
「
蘇
政
府
布
告
禁
約
八
僚
」
(
無
錫
)
同
一
九
二
七
年
五
月
二
目
。

(
印
〉
「
殿
禁
農
民
抗
租
之
怖
告
」
(
無
錫
)
同
一
九
二
七
年
五
月
一
九

〈
蘇
州
〉

『
民
園
日
報
』
一
九
二
七
年
三
月
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門口。

(
但
〉
一
九
三

O
年
に
蒋
介
石
汲
の
支
配
が
確
立
す
る
ま
で
地
方
様
部
は
何

度
と
な
く
「
清
黛
」
改
組
が
行
わ
れ
る
。
例
え
ば
蘇
州
で
は
次
の
よ
う

で
あ
る
。
蘇
州
市
黛
部
常
務
委
員
曾
(
一
九
二
七
・
三
J
四
、
黛
員
千

絵
人
)
、
市
熊
部
清
黛
委
員
合
(
一
九
二
七

・
四
J
六
、
八
一

O
人
)
、

市
黛
部
臨
時
執
行
委
員
食
黛
務
整
理
委
員
曾
(
一
九
二
七
・

六
・
三
J

六
・二
七
、
八
一

O
人
〉
、
市
黛
部
特
別
委
員
舎
(
一
九
二
七
・
七

l

二
一
、
四
六
五
人
)
、
奥
豚
豚
然
部
臨
時
執
監
蚕
員
曾
(
一
九
二
七
・

一一一

f
一
九
二
八
・
二
、
千
徐
人
)
、
鯨
黛
部
特
別
委
員
曾
(
一
九
二

八
・
二
J
五
、
千
除
人
)
、
活
動
停
止
(
一
九
二
八

・
五
J
六
)
、
豚
黛

部
指
摘
場
委
員
曾
(
一
九
二
八
・
七

J
一
九
二
九
・
六
、
三
七
六
人
)
、

鯨
黛
部
執
監
委
員
曾
(
一
九
二
九
・
五
J
一
九
三

0
・二
、
三
四
六

人
)
、
活
動
停
止
(
一
九
三

0
・一

J
三
)
、
将
黛
務
整
理
委
員
曾
(
一

九
三

0
・
三
J
一
O
、
三
五
一
人
〉
(
新
編
『
奥
豚
志
』
前
掲
、
七
四

五
頁
)
。

(
臼
)

「
清
査
黛
員
己
完
竣
」

(
蘇
州
)
『
民
園
日
報
』

一
九
二
七
年
五
月

一
四
日
。

(
臼
)
「
蘇
省
黛
部
令
各
豚
劃
除
土
豪
劣
紳
」
『
申
報
』
一
九
二
七
年
五
月

一
六
日
。

(
臼
)
例
え
ば
「
劣
紳
土
豪
之
活
動
」
(
江
陰
)
、
「
農
民
部
注
意
農
民
集

曾
」
(
呉
江
〉
、

「土
豪
劣
紳
被
捕
」

(
毘
山
〉
、
「
西
夏
壁
土
豪
劣
紳
」

(
常
州
〉
『
民
圏
日
報
』
一
九
二
七
年
四
月
二
九
日
、
五
月
四
日
、
五

月
一
四
日
等
。

(白山〉

三
谷
孝
「
南
京
政
権
と
『
迷
信
打
破
運
動
』

九
)
」
前
掲
、
五
J
六
頁
。

(
一
九
二
八
|
一
九
二

(
槌
)
例
え
ば
宜
輿
豚
に
お
け
る
秋
牧
蜂
起
は
園
民
黛
の
組
織
を
利
用
し
た

蜂
起
で
あ
っ
た
。

(

U

)

一
九
三

O
年
夏
の
蘇
州
の
各
機
関
の
職
員
五
四
四
人
中
で
、
園
民
黛

員
は
四
八
人
に
過
ぎ
ず
、
「
以
黛
治
園
」
に
は
程
遠
い
状
況
で
あ
っ
た

(
「
奥
豚
各
機
関
之
常
時
員
」
『
民
園
日
報
』
一
九
三

O
年
八
月
一
六
日
)
。

ま
た

一
九
二
九
年
夏

に
は
豚
長
の
影
園
彦
が
薗
家
主
義
波
と
し
て
逮

捕
・
解
任
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い
る
(
「
彰
園
彦
被
捕
解
省
」
(
蘇

州
)
同

一
九
二
九
年
七
月
三

O
日)。

(
伺
)
「
農
民
調
査
第
一
撃
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
七
年
六
月
一
四
日
。

(
的
)
「
巌
禁
晩
吸
農
民
膏
血
」
『
江
蘇
省
公
報
』
七
鋭
、
一
九
二
七
年
一

O
月
二
七
日
。

「民
政
廊
訓
令
豚
政
府
」
(
蘇
州
〉
『
民
園
日
報
』
一

九
二
七
年
九
月
一
七
日
。

(
河
)
「
省
農
協
曾
請
撤
鎗
奥
江
納
税
人
公
舎
」

『江
蘇
省
公
報
』
一
五

鋭
、
一
九
二
七
年
二
一
月
一
一
一
一
目
。

〈
礼
〉
「
昆
山
勝
農
協
請
頒
租
務
仲
裁
候
例
」
同
一
六
鋭
、
一
九
二
七
年
一

二
月
二
九
日
。

(

η

)

「
勝
政
府
曾
議
租
米
減
成
」
(
蘇
州
)
『
民
園
日
報
』
一
九
二
七
年

九
月
一
四
日
。

(
河
)
「
因
業
牧
租
之
緋
法
」
(
蘇
州
)
同
一
九
二
七
年
一
一
月
五
日
。

(
%
)

「禁
止
業
主
牧
租
任
意
作
債
折
銀
」
『
江
蘇
省
公
報
』
一

一-
一
鋭
、
一

九
二
七
年
二
一
月
八
日
。

(
万
〉
江
蘇
省
で
寅
施
さ
れ
た
「
二
五
減
租
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
江
蘇

二
五
減
租
|
南
京
圏
民
政
府
の
成
立
と
蘇
南
農
村
」
『
阿
頼
耶
順
宏
先

生
・
伊
原
淳
周
爾
先
生
退
休
記
念
論
集
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
文
化
』
汲

古
書
院

(
近
刊
)
参
照
。
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(
苅
)
「
王
豚
長
向
桟
主
息
借
警
飼
」
、
「
息
借
冬
漕
之
結
束
」

州
〉
『
申
報
』
一
九
二
七
年
八
月
一
一
一

O
目
、
九
月
一
九
日
。

(
作
〉
「
豚
政
府
召
集
借
漕
曾
議
」
(
無
錫
〉
『
民
園
日
報
』
一
九
二
七
年

九
月
一
一
一
一
日
。

(
均
〉
「
観
一
音
堂
郷
農
民
風
潮
」
(
青
浦
〉
、
「
楓
淫
郷
愛
生
騒
動
」
『
申

報
』
一
九
二
七
年
一
二
月
一
四
目
、
一
九
二
八
年
一
月
一
三
日
。

(
乃
)
「
蘇
垣
巌
防
共
黛
」
、
「
刊
紙
州
防
共
消
息
」
『
申
報
』
一
九
二
七
年
一

一
月
一
五
日
、
一
一
月
一
六
日
。

(
加
〉
「
無
錫
共
産
黛
暴
動
詳
情
」
、
「
蘇
省
黛
部
調
査
無
錫
事
織
広
報
告
」

同
一
九
二
七
年
一
一
月
一
二
目
、
一
一
月
一
八
日
。

(
但
)
「
豚
政
府
筋
迫
各
郷
佃
租
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』
一
九
二
八
年
四
月

三
O
日。

(
位
〉
「
豚
公
安
局
怖
告
催
租
」
(
蘇
州
)
同
一
九
二
七
年
一
一
一
月
一
二

口
μ

。

(
剖
)
「
王
豚
長
巌
迫
佃
欠
」
(
蘇
州
)
同
一
九
二
七
年
一
二
月
一
一
一

O
日。

(
倒
〉
「
蘇
省
篤
部
調
査
宜
興
事
援
」
同
一
九
二
七
年
一
一
月
一
一
日
。

ハ
邸
)
前
掲
、
三
五
O
J三
五
=
良
。
彰
東
孫
ら
五
人
は
一
九
二
七
年
六
月

に
呉
豚
農
民
協
舎
箸
備
委
員
に
任
命
さ
れ
て
お
り
ハ
「
呉
際
農
民
協
曾

餐
備
員
委
定
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』
一
九
二
七
年
七
月
一
一
一
一
一
日
)
、
こ

の
改
革
は
一
九
二
七
年
末
か
ら
一
九
二
八
年
初
め
の
こ
と
と
思
わ
れ

る
。
彰
東
孫
は
『
申
報
」
で
は
彰
東
孫
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
蘇
州

の
名
族
彰
氏
の
一
員
(
字
紫
軒
、
貌
振
甲
)
の
可
能
性
が
高
い
(
彰
文

傑
編
『
彰
氏
宗
盟
国
』
民
園
一
一
年
刊
、
巻
一
〉
。

〈
前
)
「
劃
除
田
業
之
苛
索
」
(
蘇
州
〉
『
民
園
日
報
』
一
九
二
八
年
七
月

二
日
、
「
力
米
〈
部
脚
錆
)
遵
奉
建
設
臆
令
取
治
、
在
租
款
項
下
毎
洋

ハ
共
に
蘇

(
蘇
州
)

抽
枚
四
分
、
津
貼
桟
司
催
甲
」
(
「
各
国
業
機
定
期
開
倉
」

『
申
報
』
一
九
二
八
年
一
一
月
一
一
一
日
)
。

(
釘
)
「
英
勝
禁
止
私
牧
脚
米
」
『
民
園
日
報
』
一
九
二
九
年
九
月
二
四

口
同
。

(
部
)
拙
稿
「
清
末
・
民
園
期
の
江
南
の
租
桟
経
管
に
つ
い
て
|
『
臭
飴
経

桟
』
簿
加
を
基
に
|
」
『
史
流
』
三
二
鋭
、
一
九
九
二
年
、
七
五
頁
。

〈
的
〉
「
江
蘇
省
鍛
租
暫
行
篠
例
」
『
江
蘇
省
公
報
』
六
二
鏡
、
一
九
二
八

年
二
一
月
一
一
一
日
。

(
卯
)
「
各
国
業
桟
定
期
開
倉
」
前
掲
。

(
町
出
)
拙
稿
「
東
京
大
拳
東
洋
文
化
研
究
所
枚
蔵
『
徐
永
安
桟
』
関
係
簿
加

に
つ
い
て
こ
)
」
『
北
海
道
教
育
大
皐
紀
要
(
第
一
部
B
)
』
三
八
巻

一
鋭
、
一
九
八
七
年
、
二
八
頁
の
表
。

(
位
〉
「
重
組
英
麻
田
業
禽
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』
一
九
二
八
年
八
月
一

日
H

。

(
問
)
「
田
業
舎
改
組
委
員
制
」
(
蘇
州
)
同
一
九
二
八
年
三
月
一
一
一
目
。

(
山
田
〉
註
(
位
〉
。

〈
郎
副
)
「
田
業
曾
集
議
験
契
催
租
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
八
年
四
月
一
二

口
μ

。

(
伺
)
註
(
但
)
。

(
巾
別
〉
民
園
初
年
か
ら
迫
租
は
司
法
機
関
で
な
く
、
行
政
機
関
の
所
轄
と
な

っ
た
が
、
こ
れ
は
田
業
舎
等
の
蘇
州
の
地
主
の
意
向
を
反
映
し
て
の
こ

と
で
あ
っ
た
(
拙
稿
「
辛
亥
革
命
と
蘇
州
郷
村
」
前
掲
、
二
頁
)
。

(
鈎
)
「
迫
償
佃
戸
欠
租
之
解
決
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』
一
九
二
八
年
六
月

二
日
。

(

ω

)

例
え
ば
昆
山
鯨
で
は
鯨
政
府
、
懸
集
部
、
公
安
局
、
豚
一
商
舎
、
懸
農
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協
、
地
方
款
産
経
営
(
?
)
委
員
舎
の
六
圏
僅
か
ら
な
る
昆
山
鯨
租
務

仲
裁
委
員
禽
が
作
ら
れ
て
い
る
(
「
租
務
仲
裁
曾
成
立
」
(
昆
山
)
同

一
九
二
八
年
二
月
一
日
〉
。

(
川
〉
註
(
卯
)
。

〈
川
〉
「
各
国
主
開
倉
牧
租
」
(
蘇
州
)
『
民
園
日
報
』
一
九
二
八
年
一
一

月一

O
目。

(
川
)
「
郷
政
員
恵
及
農
佃
」
(
蘇
州
)
同
一
九
二
八
年
一
一
月
一
回
目
。

(
川
〉
「
影
豚
長
維
護
農
民
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
八
年
一
一
月
一
七
日
。

(
川
〉
「
郷
政
負
請
求
減
租
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
八
年
二
月
一
一
六
日
。

(
川
)
「
豚
府
舞
設
動
佃
所
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
八
年
一
二
月
一
八
日
。

(
川
)
「
令
知
奥
江
蘇
擬
設
佃
民
勧
導
所
准
備
案
」
、
「
農
鎖
鹿
呈
報
奥
江

業
佃
糾
紛
情
形
」
『
江
蘇
省
公
報
』
九
六
鋭
、
一
九
二
九
年
一
一
一
月
二
九

日
、
九
八
鋭
、
一
九
二
九
年
四
月
一
日
。

(
川
〉
「
大
批
佃
戸
越
所
逃
逸
」
、
「
二
次
脱
逃
大
批
佃
戸
」
(
共
に
蘇
州
〉

『
申
報
』
一
九
二
九
年
二
月
五
日
、
二
月
二
四
日
。

(
川
)
「
呉
豚
勘
災
」
、
「
奥
豚
被
災
田
五
十
七
寓
畝
」

『
民
園
日
報
』
一

九
二
九
年
九
月
二
二
日
、
一

O
月
二
七
日
。

(
川
)
「
回
業
禽
決
定
租
米
折
債
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
二
九
年
二

月一

O
目。

(
川
〉
「
陸
畑
曾
震
佃
民
請
命
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
九
年
二
月
一
四

口
μ

。

(
川
〉
「
業
主
不
許
組
圏
鐙
」
『
民
図
日
報
』
一
九
二
九
年
一
一
月
二

口凶
。

(
山
)
「
呉
豚
鯨
黛
政
談
話
曾
」
同
一
九
一
一
一

O
年
一
月
一

O
目。

(
川
〉
「
仲
裁
曾
限
佃
民
従
速
完
租
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
二
九
年
一

二
月
四
日
。
仲
裁
舎
は
一
一
月
二
八
日
に
稜
足
し
て
い
る
(
「
英
勝
田

租
仲
裁
舎
」
『
民
園
日
報
』
一
九
二
九
年
一
一
月
二
八
日
)
。

(
川
〉
天
野
元
之
助
『
中
園
農
業
経
済
論
』
〈
改
訂
復
刻
版
)
第
一
巻
、
龍

渓
書
含
、
一
九
七
八
年
、
三
一
六
頁
。

〈
山
)
拙
稿
「
東
京
大
皐
東
洋
文
化
研
究
所
枚
議
『
徐
永
安
桟
』
関
係
簿
朋

に
つ
い
て
(
二
)
」
前
掲
、
一
二
頁
。

(
川
〉
「
高
院
規
定
支
給
口
糧
緋
法
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』
一
九
三

O
年
一

一月一一一一一目。

(
川
)
各
租
桟
簿
加
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
現
存
の
租
機
関
係
簿
加
及
び
魚

鱗
加
〈
目
録
及
び
分
類
)
」
『
史
流
』
三
三
鋭
、
一
九
九
三
年
、
参
照
。

(
川
)
「
徐
、
永
安
桟
」
簿
加
は
、
民
園
二
三
年
分
を
除
い
て
、
納
入
日
と
納

入
し
た
洋
元
・
銅
銭
の
額
及
び
欠
租
の
洋
元
額
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ

け
で
、
折
債
、
譲
米
額
、
米
へ
の
換
算
額
は
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正

確
な
納
租
率
・
欠
租
率
は
計
算
で
き
な
い
。
こ
こ
で
は
、
衣
の
よ
う
な

手
順
で
折
償
額
を
定
め
、
納
租
・
欠
租
額
を
算
定
し
た
。
①
他
の
租
桟

簿
加
の
折
債
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
。
「
奥
胎
経
桟
」
・
「
費
恭
蕎
桟
」
・

「
王
資
敬
桟
」
・
「
鐙
守
成
機
」
の
折
債
を
用
い
て
、
限
外
は

0
・
一
元

プ
ラ
ス
し
た
。
一
九
二
三
年
七
・

O
元
、
一
元
H

一八

O
O文
、
二
四

年
六
・
四
元
、
一
元
H

二
二
五
O
文
、
二
五
年
七
・
一
二
元
、
一
元
H

二

六
O
O文
、
二
七
年
八
・
二
元
、
一
元
H

二
七

O
O文
、
二
八
年
八
・

四
元
、
一
元
日
二
八

O
O文
、
二
九
年
一

0
・
二
元
、
一
元
H
二
九
O

O
文
、
三
一
年
H

九
・
四
元
、
一
元
H

二
五

O
O文
。
②
「
徐
永
安

桟
」
簿
般
に
折
債
の
手
が
か
り
が
あ
る
も
の
。
一
九
三

O
年
第
一
七
肪

松
七
六
貌
に
五
八
元
、
一
四
O
O文
で
「
原
米
八
・
ニ
七
一
石
、
八
成

入
六
・
六
一
九
石
」
と
あ
り
、
一
元
日
二
七

O
O文
と
す
れ
ば
、
一
石
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約
八
・

λ
四
元
と
な
る
。
少
し
折
債
を
高
め
に
限
内
八
・
七
元
、
限
外

八
・
八
元
と
し
た
(
第
一
一
一
加
養
義
字
八
挽
〈
佃
戸
郁
虎
観
)
に
ニ

O

元
で
三
石
五
斗
と
あ
り
、
こ
れ
で
は
一
石
八
元
と
な
る
が
、
帳
簿
計
算

で
は
高
す
ぎ
る
の
で
、
八
・
八
元
を
取
っ
た
〉
。
一
二
三
年
、
三
四
年
は

先
に
翠
げ
た
養
義
字
八
銃
に
六
・
五
元
、
五
元
の
折
債
が
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
を
取
っ
た
が
三

O
年
の
折
債
が
高
す
ぎ
る
の
で
、
確
信
は
な

い
が
他
に
史
料
が
な
い
の
で
、
限
内
外
一
律
に
三
三
年
六
・
五
元
、
一

元
土
ニ

0
0
0文
、
三
四
年
五
元
、
一
元
H

二
八

O
O文
で
計
算
し

た
。
③
他
の
簿
加
、
「
徐
永
安
機
」
簿
加
に
折
債
の
手
が
か
り
が
な

く
、
『
申
報
』
等
で
も
折
債
の
記
事
が
な
い
一
九
二
六
年
は
、
『
租

薮
』
「
滅
租
瑛
議
」
に
陶
維
塩
が
「
上
年
牧
租
折
米
之
債
、
往
往
多
至

十
園
数
角
者
」
と
あ
り
、
一
九
二
七
年
に
『
租
薮
』
が
刊
行
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
上
年
は
一
九
二
六
年
と
考
え
、
折
債
を
少
し
高
め
に
見

て
、
限
内
一

O
元
、
限
外
一

0
・
一
元
、
一
元
H

二
六

O
O文
と
設
定

し
た
。
以
上
三
通
り
の
や
り
方
で
各
年
の
折
債
を
定
め
た
た
め
、
必
ず

し
も
正
確
な
数
値
で
は
な
い
が
、
お
お
よ
そ
の
状
況
を
見
る
に
は
有
数

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

(
川
〉
察
樹
邦
「
近
十
年
来
中
園
佃
農
風
潮
的
研
究
」
『
東
方
雑
誌
』
第
三

O
巻
一

O
続
、
一
九
三
三
年
五
月
。

(
川
〉
「
鼓
吹
抗
租
者
被
捕
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
二
八
年
一
一
月
二

六
日
。

(
川
〉
「
勤
迫
佃
戸
圏
結
抗
租
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
二
九
年
一
月
一
一
目
。

(
山
〉
「
農
民
要
求
菟
租
L

、
「
農
人
要
(
?
〉
求
減
少
還
租
」
(
共
に
昆

山
)
同
一
九
二
八
年
一
二
月
九
日
、
二
一
月
一
四
日
。
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(
央
江
)
同
一
九
二
八
年
一
二
月
二

(
川
)
「
省
令
豚
府
査
究
抗
租
首
要
」

一一一目。

(
川
〉
「
俸
差
催
租
験
遭
不
幸
」
〈
無
錫
〉
同
一
九
二
八
年
二
一
月
九
日
。

〈
山
〉
「
佃
戸
延
不
還
租
之
呼
績
」
ハ
無
錫
〉
同
一
九
二
八
年
一
一
月
二
五

口い目。

(
山
〉
「
報
荒
奥
蘇
郷
民
誇
踏
勘
」
『
民
図
日
報
』
一
九
二
九
年
九
月
一
八

ロ凶。

(
問
〉
「
呉
豚
拘
傘
抗
租
案
」
同
一
九
二
九
年
一
一
月
九
日
。

〈
川
)
「
英
豚
予
山
弓
民
抗
租
」
、
「
呉
鯨
勤
導
抗
租
農
民
」
同
一
九
二
九

年
一
一
月
二
二
日
、
一
一
月
一
一
六
日
。

(
川
)
「
農
民
抗
租
風
潮
卒
息
」
同
一
九
二
九
年
二
一
月
二
九
日
、
「
洞
庭

西
山
間
租
風
潮
」
(
蘇
州
)
『
申
報
』
一
九
二
九
年
二
一
月
二
八
日
。

〈
川
)
「
拘
獲
抗
租
主
要
犯
」
(
蘇
州
〉
同
一
九
一
二

O
年
一
月
四
目
。

(
山
)
「
常
州
抗
租
案
」
『
民
園
日
報
』
一
九
二
九
年
一

O
月
三
ハ
目
、

「
天
寧
寺
佃
租
糾
紛
之
集
訊
」
(
常
州
〉
『
申
報
』
一
九
二
九
年
二

月
一
七
日
。

(
印
)
「
絹
獲
抗
租
農
民
」
(
奥
江
〉
『
申
報
』
一
九
二
九
年
二
月
一
一
一

口
μ

。

(
印
〉
「
呉
豚
無
農
人
報
荒
」
『
民
園
日
報
』
一
九
三

O
年
一

O
月
二
四

ロμ

。

(
川
)
「
奥
豚
昨
啓
征
冬
漕
」
同
一
九
二
九
年
一
一
一
月
二

O
目。

(
川
〉
「
忙
漕
定
期
啓
征
」
(
蘇
州
〉
『
申
報
』
一
九
三

O
年
一
二
月
七

口
H

。

(
川
〉
同
前
。
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authorship o£Ｊｉｎｐｉｎｇｍｅｉ．we know that early manuscripts of the novel

circulated among Wang Shi-zhen's friends. It seems almost certain that

Wang had some connection with the novel.

ON THE CONDITIONS OF FARM TENANCY IN

　　　　　　

SUZHOU蘇州IN THE 192O'S

　　　　　　　　　　　　　　　　

Natsui Haruki

　　　

The aim of this paper is to clarify the ｅχistingconditions, and their

transformation, of farm tenancy in Suzhou in the 192O's. This paper also

aims to make clear the influence of policies implemented in 1927 by the

Nanjing南京Nationalist Government in regard to the conditions of farm

tenancy｡

　　　

After the χinhai 辛亥Revolution, an association of land holders

known as Tianyehui　田業會, which played an important role in the

collection of land tａχ，combined with the local government to create ａ

powerful system to collect farm rents. As the income of landowners

derived from farm rent increased, the amount of tａχincurred with land-

lords was substantially less than previously. As ａ result, in the firsthalf

of the 192O's, the management of landowners in Suzhou was strengthened｡

　　　

The Suzhou area had　not　experienced　any　disorder　during　the

Nationalist

　

Revolution, however, the　establishment of the　Nationalist

Government in Nanjing in 1927 had a great impact on the conditions of

farm tenancy. In adopting the policy of“reduction of farm rent by one

quarter”，the local government sel°vedin effect intervened to assist and

incite peasants who had been exploited by powerful landowners.　The local

government also began to collect more money from landowners to spend

for modernization. After 1927, the system for the collection of farm rents

become partially inoperable, and the struggle between tenants and landlords

became much more intense. At this time, the income of landowners in

general was also reduced.

３－


